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１ 施策の体系一覧 

 
 
目標１ 誰もが安全安心に、いきいきと暮らせるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

基本施策 施  策 

１ 健康の維持増進を促す (1) 健康寿命延伸のための健康づくりの推進 

(2) 保健サービスの充実 

(3) 食育の推進 

(4) 感染症予防の充実 

２ 地域の医療体制を整える (1) 医療体制の充実 

(2) 市民病院の充実 

(3) 福祉医療の推進 

３ 支えあいによる地域福祉を進める (1) 地域福祉体制の充実 

(2) 社会福祉協議会の機能の充実 

(3) 地域の福祉活動の推進 

４ 高齢者がいつまでも元気に暮らせるま

ちにする 

(1) 生きがいを持って生活できる環境づくり 

(2) 介護予防と健康で自立した生活の支援 

(3) 要介護者等へのサービスの充実 

５ 地域で高齢者を見守り、支援する (1) 高齢者の生活不安の解消 

(2) 高齢者支援体制の充実 

６ 障がい者が暮らしやすいまちにする (1) 相談体制と情報提供の充実 

(2) 自立に必要なサービスの充実 

(3) 就労の場の確保と社会参加の促進 

(4) 地域療育の推進 

(5) 障がい者への理解を深める意識啓発 

７ 地域の防犯力を高める (1) 地域安全意識の啓発 

(2) 地域安全活動の推進 

(3) 消費者保護と情報提供の充実 

 揚高の識意災防 )1( るえ備に害災 ８

(2) 防災体制の整備 

(3) 耐震化の推進 

(4) 災害時要援護者への支援 

(5) 治水対策の推進 

９ 総合的な消防防災体制を整える (1) 消防体制の強化 

(2) 火災予防意識の高揚 

(3) 消防・救急・救助業務の充実 

(4) 地域防災力の充実 

10 交通安全を徹底する (1) 交通安全教育の実施 

(2) 交通安全施設の整備 

(3) 迷惑駐車対策の推進 

 
目標２ 子どもが健やかに育ち、生きる喜びを感じられるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標３ つながりと信頼を深め、みんなの力で地域社会をつくるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 施  策 

11 出産や育児の負担を軽減する (1) 母子保健事業の充実 

(2) 多様な次世代育成支援対策事業の実施 

(3) 社会全体で次世代を育成する意識の醸成 

(4) ひとり親家庭への支援 

12 ニーズに応じた保育サービスを充実す

る 

(1) 保育サービスの充実 

(2) 保育環境の整備 

13 いじめや虐待から子どもを守る (1) いじめの防止 

(2) 児童虐待の防止 

14 学校や教育に関する相談体制を充実す

る 

(1) 教育相談・支援の充実 

(2) 特別支援教育の充実 

15 良質で快適な教育環境を整える (1) 教育環境の整備 

(2) 幼稚園・高等学校教育への支援 

16 子どもの確かな学力と豊かな心をはぐ

くむ 

(1) 教育内容・指導の充実 

(2) 地域に開かれた学校づくり 

(3) 幼稚園・保育園と小学校の接続 

17 家庭や地域の教育力を高める (1) 子どもを健やかにはぐくむ地域づくり 

(2) 安心・安全・愛情のある家庭づくり 

(3) 生きる力をはぐくむ環境づくり 

基本施策 施  策 

18 住民互助による地域自治を進める (1) 区・町内会・自治会等活動の啓発 

(2) 地域自治の意識の醸成 

19 地域の交流・学習活動を活発化する (1) 地域活動の推進 

(2) 生涯学習活動の充実 

20 地域で子どもを育てる環境やしくみを

整える 

(1) 子どもの居場所づくり 

(2) 子どもを見守る地域づくり 

21 多文化共生のまちをつくる (1) 多文化共生社会の推進 

(2) 国際化への対応 

22 市民の主体的・自発的な活動を支援す

る 

(1) ボランティア・市民活動団体等活動の支援 

(2) ボランティア・市民活動団体等活動の促進 

23 男女が互いに尊重し、協力しあう社会

を実現する 

(1) 男女共同参画の推進 

(2) 人権を尊重する社会づくり 

24 地域の文化や伝統を大切にする (1) 市民主体の文化活動の支援 

(2) 特色ある市民文化の創造 

(3) 文化財の保護・活用 

(4) 郷土芸能の継承 
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１ 施策の体系一覧 

 
 
目標１ 誰もが安全安心に、いきいきと暮らせるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

基本施策 施  策 

１ 健康の維持増進を促す (1) 健康寿命延伸のための健康づくりの推進 

(2) 保健サービスの充実 

(3) 食育の推進 

(4) 感染症予防の充実 

２ 地域の医療体制を整える (1) 医療体制の充実 

(2) 市民病院の充実 

(3) 福祉医療の推進 

３ 支えあいによる地域福祉を進める (1) 地域福祉体制の充実 

(2) 社会福祉協議会の機能の充実 

(3) 地域の福祉活動の推進 

４ 高齢者がいつまでも元気に暮らせるま

ちにする 

(1) 生きがいを持って生活できる環境づくり 

(2) 介護予防と健康で自立した生活の支援 

(3) 要介護者等へのサービスの充実 

５ 地域で高齢者を見守り、支援する (1) 高齢者の生活不安の解消 

(2) 高齢者支援体制の充実 

６ 障がい者が暮らしやすいまちにする (1) 相談体制と情報提供の充実 

(2) 自立に必要なサービスの充実 

(3) 就労の場の確保と社会参加の促進 

(4) 地域療育の推進 

(5) 障がい者への理解を深める意識啓発 

７ 地域の防犯力を高める (1) 地域安全意識の啓発 

(2) 地域安全活動の推進 

(3) 消費者保護と情報提供の充実 

 揚高の識意災防 )1( るえ備に害災 ８

(2) 防災体制の整備 

(3) 耐震化の推進 

(4) 災害時要援護者への支援 

(5) 治水対策の推進 

９ 総合的な消防防災体制を整える (1) 消防体制の強化 

(2) 火災予防意識の高揚 

(3) 消防・救急・救助業務の充実 

(4) 地域防災力の充実 

10 交通安全を徹底する (1) 交通安全教育の実施 

(2) 交通安全施設の整備 

(3) 迷惑駐車対策の推進 

 
目標２ 子どもが健やかに育ち、生きる喜びを感じられるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標３ つながりと信頼を深め、みんなの力で地域社会をつくるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 施  策 

11 出産や育児の負担を軽減する (1) 母子保健事業の充実 

(2) 多様な次世代育成支援対策事業の実施 

(3) 社会全体で次世代を育成する意識の醸成 

(4) ひとり親家庭への支援 

12 ニーズに応じた保育サービスを充実す

る 

(1) 保育サービスの充実 

(2) 保育環境の整備 

13 いじめや虐待から子どもを守る (1) いじめの防止 

(2) 児童虐待の防止 

14 学校や教育に関する相談体制を充実す

る 

(1) 教育相談・支援の充実 

(2) 特別支援教育の充実 

15 良質で快適な教育環境を整える (1) 教育環境の整備 

(2) 幼稚園・高等学校教育への支援 

16 子どもの確かな学力と豊かな心をはぐ

くむ 

(1) 教育内容・指導の充実 

(2) 地域に開かれた学校づくり 

(3) 幼稚園・保育園と小学校の接続 

17 家庭や地域の教育力を高める (1) 子どもを健やかにはぐくむ地域づくり 

(2) 安心・安全・愛情のある家庭づくり 

(3) 生きる力をはぐくむ環境づくり 

基本施策 施  策 

18 住民互助による地域自治を進める (1) 区・町内会・自治会等活動の啓発 

(2) 地域自治の意識の醸成 

19 地域の交流・学習活動を活発化する (1) 地域活動の推進 

(2) 生涯学習活動の充実 

20 地域で子どもを育てる環境やしくみを

整える 

(1) 子どもの居場所づくり 

(2) 子どもを見守る地域づくり 

21 多文化共生のまちをつくる (1) 多文化共生社会の推進 

(2) 国際化への対応 

22 市民の主体的・自発的な活動を支援す

る 

(1) ボランティア・市民活動団体等活動の支援 

(2) ボランティア・市民活動団体等活動の促進 

23 男女が互いに尊重し、協力しあう社会

を実現する 

(1) 男女共同参画の推進 

(2) 人権を尊重する社会づくり 

24 地域の文化や伝統を大切にする (1) 市民主体の文化活動の支援 

(2) 特色ある市民文化の創造 

(3) 文化財の保護・活用 

(4) 郷土芸能の継承 
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目標４ にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目標５ 快適で美しく、いつまでも住み続けたい循環型のまち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 施  策 

27 駅周辺の拠点性を高める (1) 都市交流拠点の整備 

(2) 中心的市街地の活性化 

28 交通の利便性を高める (1) 幹線道路の整備と維持管理 

(2) 公共交通の充実 

(3) 空港を活かしたまちづくり 

29 住み続けたい高蔵寺ニュータウンにす

る 

(1) 高蔵寺ニュータウンの再生 

( るす成育を業産 03 1) 事業環境の整備・充実 

(2) 産業人材の育成 

(3) 新しい産業の誘致 

(4) 農業生産基盤の整備・充実 

31 働きやすいまちにする (1) 就業の支援 

(2) 勤労者福祉の充実 

32 元気な商店街をつくる (1) 商業機能の充実 

(2) 商店街の魅力づくり 

33 春日井らしい観光を創出する (1) 既存の資源を活かした観光振興 

(2) 観光推進体制の充実 

 

25 スポーツを楽しむ環境を整える (1) 生涯スポーツの推進 

(2) 競技スポーツの振興 

(3) スポーツ施設の効率的利用と整備充実 

26 国内外の都市間交流を活発化する (1) 都市間交流の推進 

(2) 国際交流と国際協力の充実 

基本施策 施  策 

34 地球環境を保全する (1) 環境市民の育成 

(2) 地球温暖化の防止 

(3) 自動車による環境負荷の低減 

(4) 省エネルギー・新エネルギーの推進 

 止防の害公 )1( すくなを害公 53

(2) 生活環境の保全 

36 ごみを減らし資源を有効に活用する (1) ごみの減量化と３Ｒの推進 

(2) ごみ収集体制の確立 

(3) ごみ処理体制の確立 

37 自然を守り自然に親しむ (1) 自然との共存 

(2) 自然とのふれあい 

38 緑豊かな都市環境をつくる (1) 都市景観形成の推進 

(2) 公園などの整備と適正な管理 

(3) 緑化の推進 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目標６ 効果的で効率的な自立した都市経営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39 計画的にまちづくりを進める (1) 秩序あるまちづくりの推進 

(2) 市街地の整備 

40 魅力ある住環境をつくる (1) 良質な住宅ストックの形成 

(2) 開発行為の指導 

(3) 公的賃貸住宅の供給と適正な管理 

41 身近な生活道路を整える (1) 安全な生活道路の確保 

(2) 快適な歩道と自転車道の確保 

42 安定した給水と適正な下水処理を進め

る 

(1) 安全で安心な水の供給 

(2) 水道事業の健全な運営 

(3) 公共下水道の計画的な整備 

(4) 公共下水道事業の健全な運営 

43 きれいな環境を守る (1) 環境美化の推進 

(2) 環境衛生施設の整備と適正管理 

(3) 不法投棄の防止 

 

基本施策 施  策 

44 市民と行政が協働してまちづくりを進

める 

(1) 市民協働の推進 

(2) 人材バンク登録制度 

45 多様な媒体を活用して情報を提供する (1) 情報の共有化の推進 

(2) 情報公開の推進 

46 市民の目線でサービスを行う (1) 市民サービスの向上 

(2) 相談体制の充実 

(3) 電子自治体の構築 

47 個人情報を尊重し、市民の利益を守る (1) 個人の権利利益の保護 

(2) 情報セキュリティ対策の徹底 

48 効果的で効率的な行財政運営を行う (1) 行政経営システムの構築 

(2) 行政組織の見直しと職員の意識改革 

(3) 民間活力の活用 

(4) 市民意向の把握 

(5) 新たな地方分権への対応 

(6) 財政の健全化 
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目標４ にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目標５ 快適で美しく、いつまでも住み続けたい循環型のまち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 施  策 

27 駅周辺の拠点性を高める (1) 都市交流拠点の整備 

(2) 中心的市街地の活性化 

28 交通の利便性を高める (1) 幹線道路の整備と維持管理 

(2) 公共交通の充実 

(3) 空港を活かしたまちづくり 

29 住み続けたい高蔵寺ニュータウンにす

る 

(1) 高蔵寺ニュータウンの再生 

( るす成育を業産 03 1) 事業環境の整備・充実 

(2) 産業人材の育成 

(3) 新しい産業の誘致 

(4) 農業生産基盤の整備・充実 

31 働きやすいまちにする (1) 就業の支援 

(2) 勤労者福祉の充実 

32 元気な商店街をつくる (1) 商業機能の充実 

(2) 商店街の魅力づくり 

33 春日井らしい観光を創出する (1) 既存の資源を活かした観光振興 

(2) 観光推進体制の充実 

 

25 スポーツを楽しむ環境を整える (1) 生涯スポーツの推進 

(2) 競技スポーツの振興 

(3) スポーツ施設の効率的利用と整備充実 

26 国内外の都市間交流を活発化する (1) 都市間交流の推進 

(2) 国際交流と国際協力の充実 

基本施策 施  策 

34 地球環境を保全する (1) 環境市民の育成 

(2) 地球温暖化の防止 

(3) 自動車による環境負荷の低減 

(4) 省エネルギー・新エネルギーの推進 

 止防の害公 )1( すくなを害公 53

(2) 生活環境の保全 

36 ごみを減らし資源を有効に活用する (1) ごみの減量化と３Ｒの推進 

(2) ごみ収集体制の確立 

(3) ごみ処理体制の確立 

37 自然を守り自然に親しむ (1) 自然との共存 

(2) 自然とのふれあい 

38 緑豊かな都市環境をつくる (1) 都市景観形成の推進 

(2) 公園などの整備と適正な管理 

(3) 緑化の推進 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目標６ 効果的で効率的な自立した都市経営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39 計画的にまちづくりを進める (1) 秩序あるまちづくりの推進 

(2) 市街地の整備 

40 魅力ある住環境をつくる (1) 良質な住宅ストックの形成 

(2) 開発行為の指導 

(3) 公的賃貸住宅の供給と適正な管理 

41 身近な生活道路を整える (1) 安全な生活道路の確保 

(2) 快適な歩道と自転車道の確保 

42 安定した給水と適正な下水処理を進め

る 

(1) 安全で安心な水の供給 

(2) 水道事業の健全な運営 

(3) 公共下水道の計画的な整備 

(4) 公共下水道事業の健全な運営 

43 きれいな環境を守る (1) 環境美化の推進 

(2) 環境衛生施設の整備と適正管理 

(3) 不法投棄の防止 

 

基本施策 施  策 

44 市民と行政が協働してまちづくりを進

める 

(1) 市民協働の推進 

(2) 人材バンク登録制度 

45 多様な媒体を活用して情報を提供する (1) 情報の共有化の推進 

(2) 情報公開の推進 

46 市民の目線でサービスを行う (1) 市民サービスの向上 

(2) 相談体制の充実 

(3) 電子自治体の構築 

47 個人情報を尊重し、市民の利益を守る (1) 個人の権利利益の保護 

(2) 情報セキュリティ対策の徹底 

48 効果的で効率的な行財政運営を行う (1) 行政経営システムの構築 

(2) 行政組織の見直しと職員の意識改革 

(3) 民間活力の活用 

(4) 市民意向の把握 

(5) 新たな地方分権への対応 

(6) 財政の健全化 
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２ 成果指標一覧 

 
 
目標１ 誰もが安全安心に、いきいきと暮らせるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

健康増進のために具体的に何
かよいことをしている人の割
合（％） 

市民アンケート調査で「健康
増進のために具体的に何かよ
いことをしている」と答えた
人の数／アンケート回答総数
×100 

73.4 78 83 

三大生活習慣病による死亡率
（人口 10万人対）（人） 

当該年度内の三大生活習慣病
（悪性新生物、脳血管疾患、
心疾患）による死亡率（人口
10万対） 

403 400 385 １ 

健康診査の受診率（％） 

当該年度内の基本健康診査
（個別及び集団）受診者数に
占める40～74歳の国保加入者
／40～74 歳の国保加入者×
100 

31.5 39 47 

急病時の対応やかかりつけ医
など、医療体制に安心してい
る人の割合（％） 

市民アンケート調査で「医療
体制に安心している」と答え
た人の数／アンケート回答総
数×100 

61.1 67 73 

往診をしている医療機関の数
（機関） 

基準日（7月1日）時点で往診
ができる病院、一般診療所、
老人保健施設の数 

91 106 125 ２ 

市民病院への紹介件数（件） 
当該年度内に、民間の病院や
一般診療所から市民病院へ紹
介があった件数 

15,121 16,900 18,500 

過去１年間に福祉のボランテ
ィア活動を行ったことがある
子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「過去
1年間に福祉のボランティア
活動を行ったことがある」と
答えた子どもの数／アンケー
ト回答総数×100 

12.7 25 39 

社会福祉協議会の会員数（件） 

基準日（3月31日）時点の、
市社会福祉協議会の会員数 
(会員数＝個人、企業及び団体
の数) 

50,421 53,200 56,100 
３ 

地区社会福祉協議会が実施す
る仲間づくり事業などの参加
者数（人） 

当該年度に、地区社会福祉協
議会が実施した「ふれあいネ
ットワーク事業」「ふれあい
ミニデイサービス事業」「子
育て支援サロン」に参加した
人数の合計 

10,792 12,200 14,000 

仕事をしている高齢者の割合
（％） 

市民アンケート調査で「仕事
をしている」と答えた高齢者
の数／アンケート回答総数×
100 

41.7 51 58 

Ｇ（元気）Ｎ（長生き）Ｐ（ピ
ンピンしている）な人の割合
（％） 

100－(基準日（3月31日）
時点の介護保険認定者の総数
／基準日（4月1日）時点の
65 歳以上人口（住民基本台帳
＋外国人登録）×100) 

85.2 86 88 
４ 

老人クラブへの加入率（％） 

基準日（4月1日）時点の老
人クラブの会員数／基準日
（4月1日)時点の65歳以上
の人口（住民基本台帳＋外国
人登録）×100 

18.2 19 21 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

必要であればいつでも話し相
手になってくれる人がいるお
年寄りの割合（％） 

市民アンケート調査で「必要
であればいつでも話し相手に
なってくれる人がいる」と答
えたお年寄りの数／アンケー
ト回答総数×100 

75.8 78 81 

友愛訪問の件数（日） 
当該年度に、老人クラブが実
施した友愛訪問の延べ日数 

3,443 3,830 4,330 
５ 

独居老人等通報システムの設
置世帯数（世帯） 

基準日（4月1日）時点の、独
居老人等通報システム設置世
帯数 

1,156 1,350 1,580 

日常生活を送るために、必要
なサービスを受けられると思
っている障がい者の割合（％） 

市民アンケート調査で「日常
生活を送るために、必要なサ
ービスを受けられると思って
いる」と答えた障がい者の数
／アンケート回答総数×100 

55.5 61 68 

障害者自立支援法に定めるサ
ービス事業を利用した人数
（人） 

基準日（4月1日）時点の、障
がい福祉サービスの支給決定
を受けた人数 

1,206 1,450 1,700 
６ 

障がい者生活支援センターの
専門相談員の数（人） 

当該年度における、障がい者
生活支援センターにおける専
門相談員の数 

2 9 12 

犯罪（刑法犯）の発生件数（件） 当該年の刑法犯の件数 5,961 4,800 3,950 

７ 
安全まちづくりボニターの登
録者数（人） 

基準日（4月1日）時点の、安
全なまちづくり協議会のボ
ニターとして委嘱されている
人数 

273 340 430 

災害への備えをしている家庭
の割合（％） 

市民アンケート調査で「災害
への備えをしている」と答え
た家庭の数／アンケート回答
総数×100 

41.6 54 66 

自主防災組織の数（組織） 
基準日（4月1日）時点で、消・
総務課が把握している市内の
自主防災組織の数 

195 210 230 ８ 

民間木造住宅耐震改修の補助
件数（件） 

平成 15年度からの木造住宅耐
震改修費補助件数の累計 

122 230 330 

救命講習を受けた人の数（人） 

当該年度に、市消防本部が開
催した救命講習会（普通及び
上級）を受講し、修了証を交
付された人数 

2,703 4,050 5,600 

救急救命士の人数（人） 
基準日（4月1日）時点の救急
救命士の人数 

37 50 60 ９ 

救急車の到着時間（分） 
当該年度の、通報を受けてか
ら救急車が現場に到着するま
でに要した平均時間 

5.7 5.2 5.0 

身の回りの運転手のマナーが
良くなったと思う人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「身の
回りの運転手のマナーが良く
なったと思う」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

23.5 35  44 

道路の安全対策が進んできて
いると思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「道路
の安全対策が進んできている
と思う」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

31.8 41 50 

１０ 

交通事故の件数（件） 当該年の交通事故発生件数 12,000 11,100 10,200 
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２ 成果指標一覧 

 
 
目標１ 誰もが安全安心に、いきいきと暮らせるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

健康増進のために具体的に何
かよいことをしている人の割
合（％） 

市民アンケート調査で「健康
増進のために具体的に何かよ
いことをしている」と答えた
人の数／アンケート回答総数
×100 

73.4 78 83 

三大生活習慣病による死亡率
（人口 10万人対）（人） 

当該年度内の三大生活習慣病
（悪性新生物、脳血管疾患、
心疾患）による死亡率（人口
10万対） 

403 400 385 １ 

健康診査の受診率（％） 

当該年度内の基本健康診査
（個別及び集団）受診者数に
占める40～74歳の国保加入者
／40～74 歳の国保加入者×
100 

31.5 39 47 

急病時の対応やかかりつけ医
など、医療体制に安心してい
る人の割合（％） 

市民アンケート調査で「医療
体制に安心している」と答え
た人の数／アンケート回答総
数×100 

61.1 67 73 

往診をしている医療機関の数
（機関） 

基準日（7月1日）時点で往診
ができる病院、一般診療所、
老人保健施設の数 

91 106 125 ２ 

市民病院への紹介件数（件） 
当該年度内に、民間の病院や
一般診療所から市民病院へ紹
介があった件数 

15,121 16,900 18,500 

過去１年間に福祉のボランテ
ィア活動を行ったことがある
子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「過去
1年間に福祉のボランティア
活動を行ったことがある」と
答えた子どもの数／アンケー
ト回答総数×100 

12.7 25 39 

社会福祉協議会の会員数（件） 

基準日（3月31日）時点の、
市社会福祉協議会の会員数 
(会員数＝個人、企業及び団体
の数) 

50,421 53,200 56,100 
３ 

地区社会福祉協議会が実施す
る仲間づくり事業などの参加
者数（人） 

当該年度に、地区社会福祉協
議会が実施した「ふれあいネ
ットワーク事業」「ふれあい
ミニデイサービス事業」「子
育て支援サロン」に参加した
人数の合計 

10,792 12,200 14,000 

仕事をしている高齢者の割合
（％） 

市民アンケート調査で「仕事
をしている」と答えた高齢者
の数／アンケート回答総数×
100 

41.7 51 58 

Ｇ（元気）Ｎ（長生き）Ｐ（ピ
ンピンしている）な人の割合
（％） 

100－(基準日（3月31日）
時点の介護保険認定者の総数
／基準日（4月1日）時点の
65 歳以上人口（住民基本台帳
＋外国人登録）×100) 

85.2 86 88 
４ 

老人クラブへの加入率（％） 

基準日（4月1日）時点の老
人クラブの会員数／基準日
（4月1日)時点の65歳以上
の人口（住民基本台帳＋外国
人登録）×100 

18.2 19 21 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

必要であればいつでも話し相
手になってくれる人がいるお
年寄りの割合（％） 

市民アンケート調査で「必要
であればいつでも話し相手に
なってくれる人がいる」と答
えたお年寄りの数／アンケー
ト回答総数×100 

75.8 78 81 

友愛訪問の件数（日） 
当該年度に、老人クラブが実
施した友愛訪問の延べ日数 

3,443 3,830 4,330 
５ 

独居老人等通報システムの設
置世帯数（世帯） 

基準日（4月1日）時点の、独
居老人等通報システム設置世
帯数 

1,156 1,350 1,580 

日常生活を送るために、必要
なサービスを受けられると思
っている障がい者の割合（％） 

市民アンケート調査で「日常
生活を送るために、必要なサ
ービスを受けられると思って
いる」と答えた障がい者の数
／アンケート回答総数×100 

55.5 61 68 

障害者自立支援法に定めるサ
ービス事業を利用した人数
（人） 

基準日（4月1日）時点の、障
がい福祉サービスの支給決定
を受けた人数 

1,206 1,450 1,700 
６ 

障がい者生活支援センターの
専門相談員の数（人） 

当該年度における、障がい者
生活支援センターにおける専
門相談員の数 

2 9 12 

犯罪（刑法犯）の発生件数（件） 当該年の刑法犯の件数 5,961 4,800 3,950 

７ 
安全まちづくりボニターの登
録者数（人） 

基準日（4月1日）時点の、安
全なまちづくり協議会のボ
ニターとして委嘱されている
人数 

273 340 430 

災害への備えをしている家庭
の割合（％） 

市民アンケート調査で「災害
への備えをしている」と答え
た家庭の数／アンケート回答
総数×100 

41.6 54 66 

自主防災組織の数（組織） 
基準日（4月1日）時点で、消・
総務課が把握している市内の
自主防災組織の数 

195 210 230 ８ 

民間木造住宅耐震改修の補助
件数（件） 

平成 15年度からの木造住宅耐
震改修費補助件数の累計 

122 230 330 

救命講習を受けた人の数（人） 

当該年度に、市消防本部が開
催した救命講習会（普通及び
上級）を受講し、修了証を交
付された人数 

2,703 4,050 5,600 

救急救命士の人数（人） 
基準日（4月1日）時点の救急
救命士の人数 

37 50 60 ９ 

救急車の到着時間（分） 
当該年度の、通報を受けてか
ら救急車が現場に到着するま
でに要した平均時間 

5.7 5.2 5.0 

身の回りの運転手のマナーが
良くなったと思う人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「身の
回りの運転手のマナーが良く
なったと思う」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

23.5 35  44 

道路の安全対策が進んできて
いると思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「道路
の安全対策が進んできている
と思う」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

31.8 41 50 

１０ 

交通事故の件数（件） 当該年の交通事故発生件数 12,000 11,100 10,200 
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目標２ 子どもが健やかに育ち、生きる喜びを感じられるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

職場で育児休業がとりやすい
と感じている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「職場
は育児休業がとりやすいと思
う」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

3.5 14 23 

子育て子育ち総合支援館、子
育て支援センターの利用者数
（人） 

当該年度における、子育て子
育ち総合支援館の利用人数
（自由来館者数、一時保育）、
子育て支援センターの利用者
数、神屋子育て支援センター
の利用者数の合計 

101,577 108,000 114,000１１ 

合計特殊出生率 

当該年度における、15～49歳
の5歳階級別での、母の年齢
別出生数／年齢別女性の人口
の合計 

1.35 1.42 1.50 

待機児童の数（人） 

基準日（4月1日）時点におい
て、保育所入所申込書が提出
され、かつ入所要件に該当し
ている者であって、保育所に
入所していない児童の数 

47 34 27 

多様な保育サービスの利用者
数（人） 

当該年度の、延長保育の利用
者数、一時保育の延べ利用者
数、病後児保育の利用者数の
合計 

6,921 7,930 8,940 
１２ 

公立保育園の建替え園数（園） 平成19年度以降に園舎の建替
えを行った公立保育園の累計 

0 2 4 

いじめられている子どもがい
たら助けてあげようと思う子
どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「いじ
められている子どもがいたら
助けてあげようと思う」と答
えた子どもの数／アンケート
回答総数×100 

78.2 83  87 

「虐待ではないか？」と思っ
たときにどこに通報すればよ
いか知っている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「『虐
待ではないか？』と思ったと
きにどこに通報すればよいか
知っている」と答えた人の数
／アンケート回答総数×100 

49.3 61 71 
１３ 

いじめに関する相談件数（件） 
当該年度のいじめに関する相
談件数 

64 60 55 

身近に悩みを相談できる人が
いる子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「身近
に悩みを相談できる人がい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

91.7 93 94 

不登校の児童生徒の数（人） 

当該年度に、30日以上登校し
ない、あるいはしたくともで
きない状況（病気や経済的な
理由によるものを除く）にあ
った児童生徒の数 

409 350 300 １４ 

心の教室相談員とスクールカ
ウンセラーの人数（人） 

当該年度における心の教室相
談員の人数、小中学校に派遣
されたスクールカウンセラー
の人数の合計 

49 55 60 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

小中学校の耐震化率（％） 

基準日（4月1日）時点におい
て、昭和 57 年以降に建築され
た小中学校の棟数＋昭和 56年
以前の棟で耐震性がある、及
び既に補強済みの棟数／全小
中学校の棟数×100 

39.4 58.4 74.3 

学校図書館の蔵書の充足率
（％） 

基準日（5月1日）時点におけ
る、小中学校の図書館の蔵書
の充足率 

89.4 91.5 93.4 

１５ 

小中学校の環境改善に要した
決算額（千円） 

当該年度における、小中学校
の環境改善に要した決算額 

382,311 473,000 523,000

学校が楽しいと思う子どもの
割合（％） 

市民アンケート調査で「学校
が楽しいと思う」と答えた子
どもの数／アンケート回答総
数×100 

92.9 94 95 

体験学習の受け入れ事業所等
の数（事業所） 

当該年度における、職場体験
学習（中学2年生）の受け入
れをしている事業所、団体、
組織等の延べ数 

489 590 710 １６ 

子どもの学力が向上している
と思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「子ど
もの学力が向上していると思
う」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

33.5 42 50 

動物や植物などを育てたり観
察している子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「動物
や植物などを育てたり観察し
ている」と答えた子どもの数
／アンケート回答総数×100 

78.6 82 85 

家庭や地域で子どもがいきい
きしていると思う人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「家庭
や地域で子どもがいきいきし
ていると思う」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

64.5 71 77 １７ 

ふれあい教育セミナーの参加
者数（人） 

当該年度における、ふれあい
教育セミナーに参加した延べ
人数 

16,124 17,500 18,700 
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目標２ 子どもが健やかに育ち、生きる喜びを感じられるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

職場で育児休業がとりやすい
と感じている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「職場
は育児休業がとりやすいと思
う」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

3.5 14 23 

子育て子育ち総合支援館、子
育て支援センターの利用者数
（人） 

当該年度における、子育て子
育ち総合支援館の利用人数
（自由来館者数、一時保育）、
子育て支援センターの利用者
数、神屋子育て支援センター
の利用者数の合計 

101,577 108,000 114,000１１ 

合計特殊出生率 

当該年度における、15～49歳
の5歳階級別での、母の年齢
別出生数／年齢別女性の人口
の合計 

1.35 1.42 1.50 

待機児童の数（人） 

基準日（4月1日）時点におい
て、保育所入所申込書が提出
され、かつ入所要件に該当し
ている者であって、保育所に
入所していない児童の数 

47 34 27 

多様な保育サービスの利用者
数（人） 

当該年度の、延長保育の利用
者数、一時保育の延べ利用者
数、病後児保育の利用者数の
合計 

6,921 7,930 8,940 
１２ 

公立保育園の建替え園数（園） 平成19年度以降に園舎の建替
えを行った公立保育園の累計 

0 2 4 

いじめられている子どもがい
たら助けてあげようと思う子
どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「いじ
められている子どもがいたら
助けてあげようと思う」と答
えた子どもの数／アンケート
回答総数×100 

78.2 83  87 

「虐待ではないか？」と思っ
たときにどこに通報すればよ
いか知っている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「『虐
待ではないか？』と思ったと
きにどこに通報すればよいか
知っている」と答えた人の数
／アンケート回答総数×100 

49.3 61 71 
１３ 

いじめに関する相談件数（件） 
当該年度のいじめに関する相
談件数 

64 60 55 

身近に悩みを相談できる人が
いる子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「身近
に悩みを相談できる人がい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

91.7 93 94 

不登校の児童生徒の数（人） 

当該年度に、30日以上登校し
ない、あるいはしたくともで
きない状況（病気や経済的な
理由によるものを除く）にあ
った児童生徒の数 

409 350 300 １４ 

心の教室相談員とスクールカ
ウンセラーの人数（人） 

当該年度における心の教室相
談員の人数、小中学校に派遣
されたスクールカウンセラー
の人数の合計 

49 55 60 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

小中学校の耐震化率（％） 

基準日（4月1日）時点におい
て、昭和 57 年以降に建築され
た小中学校の棟数＋昭和 56年
以前の棟で耐震性がある、及
び既に補強済みの棟数／全小
中学校の棟数×100 

39.4 58.4 74.3 

学校図書館の蔵書の充足率
（％） 

基準日（5月1日）時点におけ
る、小中学校の図書館の蔵書
の充足率 

89.4 91.5 93.4 

１５ 

小中学校の環境改善に要した
決算額（千円） 

当該年度における、小中学校
の環境改善に要した決算額 

382,311 473,000 523,000

学校が楽しいと思う子どもの
割合（％） 

市民アンケート調査で「学校
が楽しいと思う」と答えた子
どもの数／アンケート回答総
数×100 

92.9 94 95 

体験学習の受け入れ事業所等
の数（事業所） 

当該年度における、職場体験
学習（中学2年生）の受け入
れをしている事業所、団体、
組織等の延べ数 

489 590 710 １６ 

子どもの学力が向上している
と思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「子ど
もの学力が向上していると思
う」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

33.5 42 50 

動物や植物などを育てたり観
察している子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「動物
や植物などを育てたり観察し
ている」と答えた子どもの数
／アンケート回答総数×100 

78.6 82 85 

家庭や地域で子どもがいきい
きしていると思う人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「家庭
や地域で子どもがいきいきし
ていると思う」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

64.5 71 77 １７ 

ふれあい教育セミナーの参加
者数（人） 

当該年度における、ふれあい
教育セミナーに参加した延べ
人数 

16,124 17,500 18,700 
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めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

職場や学校、地域などで、男
女の区別なく自由に話し合え
ると感じている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「職場
や学校、地域などで、男女の
区別なく自由に話し合える
と感じている」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

47.0 57 65 

２３ 

各種審議会等への女性の登用
率（％） 

基準日（4月1日）時点の各種
審議会等（法令・条例に基づ
くもの)における女性委員数／
総委員数×100 

24.2 30.2 36.0 

地域の文化や芸術を鑑賞した
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
の文化や芸術を鑑賞した」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

48.3 55 63 

郷土芸能保存団体の会員数
（人） 

当該年度内に文化財課へ補
助金交付申請を行った郷土
芸能団体に所属している会
員数の合計 

1,266 1,300 1,370 ２４ 

文化ボランティアの登録人数
（人） 

基準日（4月1日）時点の文化
ボランティアに登録されて
いる人数 

44 60 70 

スポーツをするときに、仲間
や指導者がいる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「スポ
ーツをするときに、仲間や指
導者がいる」と答えた人の数
／アンケート回答総数×100

37.8 46 54 

市のスポーツ施設の利用者数
（人） 

当該年度の、総合体育館、温
水プール、市民球場、グラウ
ンド（中央公園、繁田公園、
美濃町公園、篠木公園、地蔵
ヶ池公園、熊野、上条、松河
戸、前高、牛山公園、大池緑
地）、運動広場（牛山、長塚、
白山、上田楽、高蔵寺）、テ
ニスコート(高森山、中央公
民館、勤労福祉会館）の利用
者の合計 

874,259 885,000 897,000
２５ 

全国大会等への出場者数
（人・団体） 

当該年度における、「全国大
会等スポーツ競技大会出場
者激励費交付要綱」に基づ
き、激励費が交付された人と
団体の合計 

157 170 180 

交流事業を企画運営してもよ
いと思っている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「交流
事業を企画運営してもよい
と思っている」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

11.6 17 23 

２６ 

国際交流事業を実施している
市民活動団体の数（団体） 

当該年度に、財団法人愛知県
国際交流協会が発行してい
る「国際交流ハンドブック」
に記載されている市内の民
間交流団体の数 

12 15 18 

 

 

 

目標３ つながりと信頼を深め、みんなの力で地域社会をつくるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

近所の人に頼み事のできる人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「近所
の人に頼み事ができる」と答
えた人の数／アンケート回答
総数×100 

48.2 55 60 

１８ 

区・町内会・自治会等の加入
率（％） 

基準月（4月）時点の区・町
内会・自治会等の加入世帯数
／基準日（4月1日）時点の
世帯数（住民基本台帳＋外国
人登録）×100 

68.9 70.9 74.4 

地域で学習や交流活動を行う
場所が利用しやすいと思って
いる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
で学習や交流活動を行う場所
が利用しやすいと思ってい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

41.2 50 57 

多世代交流行事に参加した人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「多世
代交流行事に参加した」と答
えた人の数／アンケート回答
総数×100 

20.3 28 36 １９ 

生涯学習講座の受講者数（人） 

当該年度における、中央、知
多、鷹来、坂下、東部公民館
の市民講座、高齢者講座、短
期講座、大学連携講座の受講
者の合計 

27,207 29,700 33,300 

隣近所の名前を 5人以上言え
る子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「隣近
所の名前を 5 人以上言える」
と答えた子どもの数／アンケ
ート回答総数×100 

68.7 74 79 

「地域のおじさん・おばさん」
の活動に参加している人の数
（人） 

当該年度の「地域のおじさ
ん・おばさん」の委嘱人数 

463 620 800 ２０ 

地域活動に参加している子ど
もの割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
活動に参加している」と答え
た子どもの数／アンケート回
答総数×100 

34.1 42 51 

地域で外国人と交流している
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
で外国人と交流している」と
答えた人の数／アンケート回
答総数×100 

46.3 51 57 

異文化理解のために開催され
た講座の受講者数（人） 

当該年度における、中央、知
多、鷹来、坂下、東部公民館
の市民講座、高齢者講座、短
期講座、大学連携講座のうち
異文化理解のために開催され
た講座の受講者数 

623 670 730 ２１ 

外国人の相談件数（件） 
当該年度における国際交流ル
ーム及び市民相談での外国人
の相談件数 

61 72 80 

市民活動支援センターの登録
団体の数（団体） 

基準日（4月1日）時点におけ
る市民活動支援センターの登
録団体の数 

35 50 65 

市民活動支援センターの利用
者数（人） 

当該年度における市民活動支
援センターの利用者数 

1,263 1,800 2,500 ２２ 

市民活動に参画したことのあ
る人の割合（％） 

市民アンケート調査で「市民
活動に参画したことがある」
と答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

50.9 61 70 
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めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

職場や学校、地域などで、男
女の区別なく自由に話し合え
ると感じている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「職場
や学校、地域などで、男女の
区別なく自由に話し合える
と感じている」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

47.0 57 65 

２３ 

各種審議会等への女性の登用
率（％） 

基準日（4月1日）時点の各種
審議会等（法令・条例に基づ
くもの)における女性委員数／
総委員数×100 

24.2 30.2 36.0 

地域の文化や芸術を鑑賞した
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
の文化や芸術を鑑賞した」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

48.3 55 63 

郷土芸能保存団体の会員数
（人） 

当該年度内に文化財課へ補
助金交付申請を行った郷土
芸能団体に所属している会
員数の合計 

1,266 1,300 1,370 ２４ 

文化ボランティアの登録人数
（人） 

基準日（4月1日）時点の文化
ボランティアに登録されて
いる人数 

44 60 70 

スポーツをするときに、仲間
や指導者がいる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「スポ
ーツをするときに、仲間や指
導者がいる」と答えた人の数
／アンケート回答総数×100

37.8 46 54 

市のスポーツ施設の利用者数
（人） 

当該年度の、総合体育館、温
水プール、市民球場、グラウ
ンド（中央公園、繁田公園、
美濃町公園、篠木公園、地蔵
ヶ池公園、熊野、上条、松河
戸、前高、牛山公園、大池緑
地）、運動広場（牛山、長塚、
白山、上田楽、高蔵寺）、テ
ニスコート(高森山、中央公
民館、勤労福祉会館）の利用
者の合計 

874,259 885,000 897,000
２５ 

全国大会等への出場者数
（人・団体） 

当該年度における、「全国大
会等スポーツ競技大会出場
者激励費交付要綱」に基づ
き、激励費が交付された人と
団体の合計 

157 170 180 

交流事業を企画運営してもよ
いと思っている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「交流
事業を企画運営してもよい
と思っている」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

11.6 17 23 

２６ 

国際交流事業を実施している
市民活動団体の数（団体） 

当該年度に、財団法人愛知県
国際交流協会が発行してい
る「国際交流ハンドブック」
に記載されている市内の民
間交流団体の数 

12 15 18 

 

 

 

目標３ つながりと信頼を深め、みんなの力で地域社会をつくるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

近所の人に頼み事のできる人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「近所
の人に頼み事ができる」と答
えた人の数／アンケート回答
総数×100 

48.2 55 60 

１８ 

区・町内会・自治会等の加入
率（％） 

基準月（4月）時点の区・町
内会・自治会等の加入世帯数
／基準日（4月1日）時点の
世帯数（住民基本台帳＋外国
人登録）×100 

68.9 70.9 74.4 

地域で学習や交流活動を行う
場所が利用しやすいと思って
いる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
で学習や交流活動を行う場所
が利用しやすいと思ってい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

41.2 50 57 

多世代交流行事に参加した人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「多世
代交流行事に参加した」と答
えた人の数／アンケート回答
総数×100 

20.3 28 36 １９ 

生涯学習講座の受講者数（人） 

当該年度における、中央、知
多、鷹来、坂下、東部公民館
の市民講座、高齢者講座、短
期講座、大学連携講座の受講
者の合計 

27,207 29,700 33,300 

隣近所の名前を 5人以上言え
る子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「隣近
所の名前を 5 人以上言える」
と答えた子どもの数／アンケ
ート回答総数×100 

68.7 74 79 

「地域のおじさん・おばさん」
の活動に参加している人の数
（人） 

当該年度の「地域のおじさ
ん・おばさん」の委嘱人数 

463 620 800 ２０ 

地域活動に参加している子ど
もの割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
活動に参加している」と答え
た子どもの数／アンケート回
答総数×100 

34.1 42 51 

地域で外国人と交流している
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「地域
で外国人と交流している」と
答えた人の数／アンケート回
答総数×100 

46.3 51 57 

異文化理解のために開催され
た講座の受講者数（人） 

当該年度における、中央、知
多、鷹来、坂下、東部公民館
の市民講座、高齢者講座、短
期講座、大学連携講座のうち
異文化理解のために開催され
た講座の受講者数 

623 670 730 ２１ 

外国人の相談件数（件） 
当該年度における国際交流ル
ーム及び市民相談での外国人
の相談件数 

61 72 80 

市民活動支援センターの登録
団体の数（団体） 

基準日（4月1日）時点におけ
る市民活動支援センターの登
録団体の数 

35 50 65 

市民活動支援センターの利用
者数（人） 

当該年度における市民活動支
援センターの利用者数 

1,263 1,800 2,500 ２２ 

市民活動に参画したことのあ
る人の割合（％） 

市民アンケート調査で「市民
活動に参画したことがある」
と答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

50.9 61 70 
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めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

市内の商店街で買物をする人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「市内
の商店街で買物をする」と答
えた人の数／アンケート回
答総数×100 

40.9 49 56 

空き店舗の活用数（件） 
当該年度における、経済振興
課の「空き店舗活用事業助
成」の件数 

2 4 6 ３２ 

買物以外で商店街に立ち寄る
ことがある人の割合（％） 

市民アンケート調査で「買物
以外で商店街に立ち寄るこ
とがある」と答えた人の数／
アンケート回答総数×100 

26.5 33 39 

市内の観光スポットに出かけ
た回数（回／年） 

市民アンケート調査で「1年
間に市内の観光スポットへ
出かけた回数」として回答さ
れた平均値 

2.1 3.4 4.7 

道風記念館の入場者数（人） 
当該年度の道風記念館の入
場者の数 

9,008 9,800 12,300 ３３ 

新たに春日井特産認定品に認
定された数（品） 

当該年度における、春日井特
産品認定業者協議会が新た
に認定した特産品の数 

0 2 3 

 

目標４ にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

駅周辺に行きたい場所やイベ
ントがあると思っている市民
の割合（％） 

市民アンケート調査で「駅周
辺に行きたい場所やイベン
トがあると思っている」と答
えた人の数／アンケート回
答総数×100 

28.7 35 42 

５駅（ＪＲ勝川、春日井、神
領、高蔵寺の各駅、名鉄味美
駅）の乗客数（人／日） 

当該年度の、ＪＲ勝川駅、ＪＲ
春日井駅、ＪＲ神領駅、ＪＲ高
蔵寺駅、名鉄味美駅における
一日あたりの平均乗車人数 

62,531 66,000 69,000 
２７ 

春日井駅周辺を中心とした市
街地の店舗・事業所数（事業
所） 

事業所・企業統計調査におけ
る、鳥居松町、八事町、乙輪
町、中央通の事業所の数 

855 870 900 

公共交通機関を利用した回数
（回／週） 

市民アンケート調査で「1週
間に鉄道やバスなどの公共
交通機関を利用して出かけ
る回数」として回答された平
均値 

1.4 2.2 3.1 

２８ 

市内のバス（かすがいシティ
バス）利用者数（人／日） 

当該年度の、かすがいシティ
バスの1日あたり利用者数 

768 820 900 

ニュータウン地区の地域活動
が活発だと思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「ニュ
ータウン地区の地域活動が
活発だと思う」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

14.2 20 27 

ニュータウン地区の生産年齢
人口（15歳～64歳）（人） 

基準日（4月1日）時点にお
ける、石尾台、岩成台、押沢
台、高座台、高森台、中央台、
藤山台の、15 歳以上 65 歳未
満人口（住民基本台帳+外国
人登録） 

33,626 33,000 33,000 
２９ 

ニュータウン地区の都市再生
機構賃貸住宅のリニューアル
戸数（戸） 

平成16年度以降、都市再生
機構が行った賃貸住宅のリ
ニューアル戸数の合計 

269 310 360 

企業振興策が適切だと思う人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「春日
井市は企業振興策が適切だ
と思う」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

66.1 69 74 

新規事業所の数（件） 

当該年度における、市民税課
に提出された法人等設立・異
動申告書の設立・設置・転入
の件数 

429 460 490 ３０ 

商工業振興条例による助成金
の交付件数（件） 

当該年度における、立地・企
業活動等支援措置（工場新設
事業、工場移転事業、工場増
設事業）の助成件数 

1 3 4 

市内で働きたいと感じている
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「市内
で働きたい」と答えた人の数
／アンケート回答総数×100

66.6 71 77 

市内で働きやすいと思ってい
る人の割合（％） 

市民アンケート調査で「市内
で働きやすいと思っている」
と答えた人の数／アンケー
ト回答総数×100 

39.2 48 54 ３１ 

シルバー人材センターの登録
者数（人） 

基準日（3月31日）時点にお
ける、シルバー人材センター
の登録者数 

743 780 820 
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めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

市内の商店街で買物をする人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「市内
の商店街で買物をする」と答
えた人の数／アンケート回
答総数×100 

40.9 49 56 

空き店舗の活用数（件） 
当該年度における、経済振興
課の「空き店舗活用事業助
成」の件数 

2 4 6 ３２ 

買物以外で商店街に立ち寄る
ことがある人の割合（％） 

市民アンケート調査で「買物
以外で商店街に立ち寄るこ
とがある」と答えた人の数／
アンケート回答総数×100 

26.5 33 39 

市内の観光スポットに出かけ
た回数（回／年） 

市民アンケート調査で「1年
間に市内の観光スポットへ
出かけた回数」として回答さ
れた平均値 

2.1 3.4 4.7 

道風記念館の入場者数（人） 
当該年度の道風記念館の入
場者の数 

9,008 9,800 12,300 ３３ 

新たに春日井特産認定品に認
定された数（品） 

当該年度における、春日井特
産品認定業者協議会が新た
に認定した特産品の数 

0 2 3 

 

目標４ にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

駅周辺に行きたい場所やイベ
ントがあると思っている市民
の割合（％） 

市民アンケート調査で「駅周
辺に行きたい場所やイベン
トがあると思っている」と答
えた人の数／アンケート回
答総数×100 

28.7 35 42 

５駅（ＪＲ勝川、春日井、神
領、高蔵寺の各駅、名鉄味美
駅）の乗客数（人／日） 

当該年度の、ＪＲ勝川駅、ＪＲ
春日井駅、ＪＲ神領駅、ＪＲ高
蔵寺駅、名鉄味美駅における
一日あたりの平均乗車人数 

62,531 66,000 69,000 
２７ 

春日井駅周辺を中心とした市
街地の店舗・事業所数（事業
所） 

事業所・企業統計調査におけ
る、鳥居松町、八事町、乙輪
町、中央通の事業所の数 

855 870 900 

公共交通機関を利用した回数
（回／週） 

市民アンケート調査で「1週
間に鉄道やバスなどの公共
交通機関を利用して出かけ
る回数」として回答された平
均値 

1.4 2.2 3.1 

２８ 

市内のバス（かすがいシティ
バス）利用者数（人／日） 

当該年度の、かすがいシティ
バスの1日あたり利用者数 

768 820 900 

ニュータウン地区の地域活動
が活発だと思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「ニュ
ータウン地区の地域活動が
活発だと思う」と答えた人の
数／アンケート回答総数×
100 

14.2 20 27 

ニュータウン地区の生産年齢
人口（15歳～64歳）（人） 

基準日（4月1日）時点にお
ける、石尾台、岩成台、押沢
台、高座台、高森台、中央台、
藤山台の、15 歳以上 65 歳未
満人口（住民基本台帳+外国
人登録） 

33,626 33,000 33,000 
２９ 

ニュータウン地区の都市再生
機構賃貸住宅のリニューアル
戸数（戸） 

平成16年度以降、都市再生
機構が行った賃貸住宅のリ
ニューアル戸数の合計 

269 310 360 

企業振興策が適切だと思う人
の割合（％） 

市民アンケート調査で「春日
井市は企業振興策が適切だ
と思う」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

66.1 69 74 

新規事業所の数（件） 

当該年度における、市民税課
に提出された法人等設立・異
動申告書の設立・設置・転入
の件数 

429 460 490 ３０ 

商工業振興条例による助成金
の交付件数（件） 

当該年度における、立地・企
業活動等支援措置（工場新設
事業、工場移転事業、工場増
設事業）の助成件数 

1 3 4 

市内で働きたいと感じている
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「市内
で働きたい」と答えた人の数
／アンケート回答総数×100

66.6 71 77 

市内で働きやすいと思ってい
る人の割合（％） 

市民アンケート調査で「市内
で働きやすいと思っている」
と答えた人の数／アンケー
ト回答総数×100 

39.2 48 54 ３１ 

シルバー人材センターの登録
者数（人） 

基準日（3月31日）時点にお
ける、シルバー人材センター
の登録者数 

743 780 820 
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めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

土地区画整理事業による整備
面積の割合（％） 

基準日（4月1日）時点の、土
地区画整理事業の施行済及
び施行中の面積／市街化区
域面積×100 

75.0 76.4 77.6 

施行中の土地区画整理事業の
数（事業） 

基準日（4月1日）時点におけ
る、土地区画整理事業施工中
の数 

9 9 9 ３９ 

地区計画の決定か所数（地区） 
基準日（4月1日）時点におけ
る、地区計画の数 

8 8 9 

憩いとやすらぎのある住まい
だと思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「憩い
とやすらぎのある住まいだ
と思う」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

64.1 69 76 

住んでいる場所が人にやさし
い環境であると思う人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「住ん
でいる場所が人にやさしい
環境であると思う」と答えた
人の数／アンケート回答総
数×100 

60.3 67 73 ４０ 

市営住宅の改修戸数（戸） 
当該年度に、改修された市営
住宅の戸数（転居、入居に伴
う改修は除く） 

0 10 20 

自転車に乗っている時や歩い
ている時に危険だと思った
回数（回／週） 

市民アンケート調査で「自転
車に乗っている時や歩いて
いる時に危険だと思った回
数」として回答された平均値 

2.1 1.8 1.5 

自転車の運転ルールを守って
いる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「自転
車の運転ルールを守ってい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

77.7 81 84 ４１ 

市道の歩車道分離の割合（％） 
基準日（3月31日）時点にお
ける、歩道の総延長／市道
の総延長×100 

17.4 20.1 23.2 

節水を心がけている人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「節水
を心がけている」と答えた人
の数／アンケート回答総数
×100 

83.3 86 90 

下水道維持管理費に対する下
水道使用料の割合（％） 

当該年度における、下水道使
用料／下水道維持管理費×
100

56.4 57.6 58.3 ４２ 

給水制限・断水の発生日数
（日） 

当該年度の、給水制限があっ
た日数と断水があった日数
の合計 

0 0 0 

近くの公園や道路がきれいだ
と思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「近く
の公園や道路がきれいだと
思う」と答えた人の数／アン
ケート回答総数×100 

43.8 51 60 

不法投棄ごみの処理件数（件） 
当該年度に、不法投棄された
ごみの処理件数 

2,051 1,800 1,500 ４３ 

かすがいクリーン大作戦への
参加者数（人） 

当該年度の、春季、秋季かす
がいクリーン大作戦への参
加者数 

102,355 107,000 110,000

 

 

目標５ 快適で美しく、いつまでも住み続けたい循環型のまち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

環境によい取組を行っている
子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「環境
によい取組を行っている」と
答えた子どもの数／アンケ
ート回答総数×100 

58.7 68 77 

電気使用に係る１人あたりの
年間二酸化炭素排出量
（kg-CO2/人） 

当該年度の民生家庭におけ
る電気消費量〔中部電力提供
のデータから、環境省基準に
より算出〕×排出係数（0.39）
／次年度4月1日時点の人口
(住民基本台帳＋外国人登
録） 

689 600 540 ３４ 

太陽光発電など新エネルギー
システムを導入している市の
施設数（施設） 

基準日（4月1日）時点におけ
る、太陽光発電など新エネル
ギーシステムを導入してい
る市の施設の数 

6 7 9 

環境基準達成率（％） 

当該年度の、大気、水質、騒
音に関する14項目について
環境基準に適合した項目数
の割合 

83.6 86.0 88.6 

３５ 

公害に関する苦情の受付件数
（件） 

当該年度の、環境政策課が把
握している公害に関する苦
情の件数 

379 350 320 

ゴミを出さないような行動を
している人の割合（％） 

市民アンケート調査で「ゴミ
を出さないような行動をし
ている」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

72.6 80 86 

資源化率（％） 

当該年度の、資源を含めたご
みの総排出量に対する、収集
した資源とクリーンセンタ
ーで処理した後に資源化さ
れたものの重さの合計の割
合 

17.4 20.7 25.4 ３６ 

市民１人あたりのごみの排出
量（ｇ／日） 

当該年度における、（家庭ご
み＋市が収集する資源＋事
業ごみ）／10月1日現在の人口

（住民基本台帳）／365

1,299 1,250 1,200 

水辺に動植物が増えたと思う
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「水辺
に動植物が増えたと思う」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

31.8 38 47 

市内の希少野生動植物の種類
（種） 

基準日（4月1日）時点の、指
定された希少野生動植物の
種類 

0 1 1 ３７ 

ビオトープの設置数（か所） 
基準日（4月1日）時点の、ビ
オトープの設置数 

4 5 6 

美しい街並みだと思っている
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「美し
い街並みだと思っている」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

48.3 54 61 

地域団体が協力して管理する
公園（ちびっこ広場を含む）
の数（か所） 

当該年度の、地域団体が協力
して管理する公園（ちびっこ
広場を含む）の数 

391 400 410 ３８ 

緑化されている市道の総延長
（km） 

基準日（3月31日）時点の、
緑化済道路の延長 

61.8 64.8 68.7 

 



172 173

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

土地区画整理事業による整備
面積の割合（％） 

基準日（4月1日）時点の、土
地区画整理事業の施行済及
び施行中の面積／市街化区
域面積×100 

75.0 76.4 77.6 

施行中の土地区画整理事業の
数（事業） 

基準日（4月1日）時点におけ
る、土地区画整理事業施工中
の数 

9 9 9 ３９ 

地区計画の決定か所数（地区） 
基準日（4月1日）時点におけ
る、地区計画の数 

8 8 9 

憩いとやすらぎのある住まい
だと思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「憩い
とやすらぎのある住まいだ
と思う」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

64.1 69 76 

住んでいる場所が人にやさし
い環境であると思う人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「住ん
でいる場所が人にやさしい
環境であると思う」と答えた
人の数／アンケート回答総
数×100 

60.3 67 73 ４０ 

市営住宅の改修戸数（戸） 
当該年度に、改修された市営
住宅の戸数（転居、入居に伴
う改修は除く） 

0 10 20 

自転車に乗っている時や歩い
ている時に危険だと思った
回数（回／週） 

市民アンケート調査で「自転
車に乗っている時や歩いて
いる時に危険だと思った回
数」として回答された平均値 

2.1 1.8 1.5 

自転車の運転ルールを守って
いる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「自転
車の運転ルールを守ってい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

77.7 81 84 ４１ 

市道の歩車道分離の割合（％） 
基準日（3月31日）時点にお
ける、歩道の総延長／市道
の総延長×100 

17.4 20.1 23.2 

節水を心がけている人の割合
（％） 

市民アンケート調査で「節水
を心がけている」と答えた人
の数／アンケート回答総数
×100 

83.3 86 90 

下水道維持管理費に対する下
水道使用料の割合（％） 

当該年度における、下水道使
用料／下水道維持管理費×
100

56.4 57.6 58.3 ４２ 

給水制限・断水の発生日数
（日） 

当該年度の、給水制限があっ
た日数と断水があった日数
の合計 

0 0 0 

近くの公園や道路がきれいだ
と思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「近く
の公園や道路がきれいだと
思う」と答えた人の数／アン
ケート回答総数×100 

43.8 51 60 

不法投棄ごみの処理件数（件） 
当該年度に、不法投棄された
ごみの処理件数 

2,051 1,800 1,500 ４３ 

かすがいクリーン大作戦への
参加者数（人） 

当該年度の、春季、秋季かす
がいクリーン大作戦への参
加者数 

102,355 107,000 110,000

 

 

目標５ 快適で美しく、いつまでも住み続けたい循環型のまち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

環境によい取組を行っている
子どもの割合（％） 

市民アンケート調査で「環境
によい取組を行っている」と
答えた子どもの数／アンケ
ート回答総数×100 

58.7 68 77 

電気使用に係る１人あたりの
年間二酸化炭素排出量
（kg-CO2/人） 

当該年度の民生家庭におけ
る電気消費量〔中部電力提供
のデータから、環境省基準に
より算出〕×排出係数（0.39）
／次年度4月1日時点の人口
(住民基本台帳＋外国人登
録） 

689 600 540 ３４ 

太陽光発電など新エネルギー
システムを導入している市の
施設数（施設） 

基準日（4月1日）時点におけ
る、太陽光発電など新エネル
ギーシステムを導入してい
る市の施設の数 

6 7 9 

環境基準達成率（％） 

当該年度の、大気、水質、騒
音に関する14項目について
環境基準に適合した項目数
の割合 

83.6 86.0 88.6 

３５ 

公害に関する苦情の受付件数
（件） 

当該年度の、環境政策課が把
握している公害に関する苦
情の件数 

379 350 320 

ゴミを出さないような行動を
している人の割合（％） 

市民アンケート調査で「ゴミ
を出さないような行動をし
ている」と答えた人の数／ア
ンケート回答総数×100 

72.6 80 86 

資源化率（％） 

当該年度の、資源を含めたご
みの総排出量に対する、収集
した資源とクリーンセンタ
ーで処理した後に資源化さ
れたものの重さの合計の割
合 

17.4 20.7 25.4 ３６ 

市民１人あたりのごみの排出
量（ｇ／日） 

当該年度における、（家庭ご
み＋市が収集する資源＋事
業ごみ）／10月1日現在の人口

（住民基本台帳）／365

1,299 1,250 1,200 

水辺に動植物が増えたと思う
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「水辺
に動植物が増えたと思う」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

31.8 38 47 

市内の希少野生動植物の種類
（種） 

基準日（4月1日）時点の、指
定された希少野生動植物の
種類 

0 1 1 ３７ 

ビオトープの設置数（か所） 
基準日（4月1日）時点の、ビ
オトープの設置数 

4 5 6 

美しい街並みだと思っている
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「美し
い街並みだと思っている」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

48.3 54 61 

地域団体が協力して管理する
公園（ちびっこ広場を含む）
の数（か所） 

当該年度の、地域団体が協力
して管理する公園（ちびっこ
広場を含む）の数 

391 400 410 ３８ 

緑化されている市道の総延長
（km） 

基準日（3月31日）時点の、
緑化済道路の延長 

61.8 64.8 68.7 

 



目標６ 効果的で効率的な自立した都市経営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

市民活動団体と行政との連
携・協働事業の数（件） 

当該年度において、市民活動
団体と行政との協働を行っ
た事業の数 

48 56 67 

４４ 

地元企業・大学と行政との協
働事業の数（件） 

当該年度において、地元企業
や大学と行政との協働を行
った事業の数 

6 9 13 

必要な情報を得ていると思っ
ている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「必要
な情報を得ていると思って
いる」と答えた人の数／アン
ケート回答総数×100 

36.5 45 55 

広報春日井の情報に満足して
いる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「広報
春日井の情報に満足してい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

57.9 63 69 ４５ 

行政資料の登録件数（件） 
基準日（4月1日）時点におけ
る、情報コーナーに設置され
ている資料の登録件数 

1,356 1,480 1,630 

窓口サービスに満足している
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「窓口
サービスに満足している」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

50.7 60 69 

４６ 

めざすまちの姿の満足度の平
均値 

当該年度の、めざすまちの姿
の満足度調査における満足
度の平均値 

2.87 3.4 3.9 

春日井市の個人情報漏れによ
る被害報告の件数（件） 

当該年度において、情報政策
課に個人情報漏れによる被
害報告があった件数 

0 0 0 

４７ 

情報セキュリティについて教
育を受けた職員の数（人） 

当該年度において、人事課、
情報政策課が実施した情報
セキュリティ教育の受講者
数の合計 

918 1,150 1,350 

税金が適正に使われていると
思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「税金
が適正に使われていると思
う」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

25.4 35 45 

４８ 

行政と市民との対話の場への
参加者数（人） 

当該年度における、地区懇談
会や市政を話す会など、行政
と市民との対話の場への参
加者の合計 

354 480 620 

 

３ 総合計画審議会 

 
 
１）春日井市総合計画審議会条例 

 
 
 

昭和 58 年 3 月 30 日条例第 13 号 

改正平成 4 年 3 月 24 日条例第 18 号 

  平成 18 年 7 月 13 日条例第 36 号 

 

(趣旨 ) 

第 1 条 この条例は、地方自治法 (昭和 22 年法律第 67 号 )第 138 条の 4 第 3 項

の規定に基づき、春日井市総合計画審議会の設置、組織及び運営について必

要な事項を定めるものとする。 

(設置 ) 

第 2 条 市長の諮問に応じ、次に掲げる事項に関し調査及び審議を行うため、

春日井市総合計画審議会 (以下「審議会」という。 )を置く。 

(1) 市の基本構想の策定に関すること。 

(2) 市の基本計画の策定に関すること。 

(3) その他総合的な計画の策定に関すること。 

(委員 ) 

第 3 条 審議会は、委員 30 人以内で組織する。 

2  委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 公共的団体等の役員又は職員 

(3) その他市長が必要と認める者 

3  委員は、当該諮問に係る調査及び審議を終了したときは、解任されるもの

とする。 

(平 18 条例 36・一部改正 ) 

(会長及び副会長 ) 

第 4 条 審議会に会長及び副会長を置く。 

2  会長及び副会長は、委員の互選によってこれを定める。 

3  会長は、会務を総理する。 

4  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき

は、その職務を行う。 

(会議 ) 

第 5 条 審議会の会議は、会長が招集し、会長がその会議の議長となる。 

2  審議会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。

3  審議会の会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

(専門委員会 ) 

第 6 条 審議会に、専門的事項について調査審議するため、専門委員会 (以下

「委員会」という。 )を置くことができる。 

2  委員会の委員は、審議会の委員のうちから会長が指名する。 

3  委員会に委員長を置き、委員会に属する委員の互選によってこれを定める。

4  委員会の会議については、前条の規定を準用する。 
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目標６ 効果的で効率的な自立した都市経営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

めざそう値 基本 
施策 

成果指標 説 明 現状値 
5年後 10年後 

市民活動団体と行政との連
携・協働事業の数（件） 

当該年度において、市民活動
団体と行政との協働を行っ
た事業の数 

48 56 67 

４４ 

地元企業・大学と行政との協
働事業の数（件） 

当該年度において、地元企業
や大学と行政との協働を行
った事業の数 

6 9 13 

必要な情報を得ていると思っ
ている人の割合（％） 

市民アンケート調査で「必要
な情報を得ていると思って
いる」と答えた人の数／アン
ケート回答総数×100 

36.5 45 55 

広報春日井の情報に満足して
いる人の割合（％） 

市民アンケート調査で「広報
春日井の情報に満足してい
る」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

57.9 63 69 ４５ 

行政資料の登録件数（件） 
基準日（4月1日）時点におけ
る、情報コーナーに設置され
ている資料の登録件数 

1,356 1,480 1,630 

窓口サービスに満足している
人の割合（％） 

市民アンケート調査で「窓口
サービスに満足している」と
答えた人の数／アンケート
回答総数×100 

50.7 60 69 

４６ 

めざすまちの姿の満足度の平
均値 

当該年度の、めざすまちの姿
の満足度調査における満足
度の平均値 

2.87 3.4 3.9 

春日井市の個人情報漏れによ
る被害報告の件数（件） 

当該年度において、情報政策
課に個人情報漏れによる被
害報告があった件数 

0 0 0 

４７ 

情報セキュリティについて教
育を受けた職員の数（人） 

当該年度において、人事課、
情報政策課が実施した情報
セキュリティ教育の受講者
数の合計 

918 1,150 1,350 

税金が適正に使われていると
思う人の割合（％） 

市民アンケート調査で「税金
が適正に使われていると思
う」と答えた人の数／アンケ
ート回答総数×100 

25.4 35 45 

４８ 

行政と市民との対話の場への
参加者数（人） 

当該年度における、地区懇談
会や市政を話す会など、行政
と市民との対話の場への参
加者の合計 

354 480 620 

 

３ 総合計画審議会 

 
 
１）春日井市総合計画審議会条例 

 
 
 

昭和 58 年 3 月 30 日条例第 13 号 

改正平成 4 年 3 月 24 日条例第 18 号 

  平成 18 年 7 月 13 日条例第 36 号 

 

(趣旨 ) 

第 1 条 この条例は、地方自治法 (昭和 22 年法律第 67 号 )第 138 条の 4 第 3 項

の規定に基づき、春日井市総合計画審議会の設置、組織及び運営について必

要な事項を定めるものとする。 

(設置 ) 

第 2 条 市長の諮問に応じ、次に掲げる事項に関し調査及び審議を行うため、

春日井市総合計画審議会 (以下「審議会」という。 )を置く。 

(1) 市の基本構想の策定に関すること。 

(2) 市の基本計画の策定に関すること。 

(3) その他総合的な計画の策定に関すること。 

(委員 ) 

第 3 条 審議会は、委員 30 人以内で組織する。 

2  委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 公共的団体等の役員又は職員 

(3) その他市長が必要と認める者 

3  委員は、当該諮問に係る調査及び審議を終了したときは、解任されるもの

とする。 

(平 18 条例 36・一部改正 ) 

(会長及び副会長 ) 

第 4 条 審議会に会長及び副会長を置く。 

2  会長及び副会長は、委員の互選によってこれを定める。 

3  会長は、会務を総理する。 

4  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき

は、その職務を行う。 

(会議 ) 

第 5 条 審議会の会議は、会長が招集し、会長がその会議の議長となる。 

2  審議会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。

3  審議会の会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

(専門委員会 ) 

第 6 条 審議会に、専門的事項について調査審議するため、専門委員会 (以下

「委員会」という。 )を置くことができる。 

2  委員会の委員は、審議会の委員のうちから会長が指名する。 

3  委員会に委員長を置き、委員会に属する委員の互選によってこれを定める。

4  委員会の会議については、前条の規定を準用する。 

174 175
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(庶務 ) 

第 7 条  審議会の庶務は、企画調整部において処理する。  

(平 4 条例 18・一部改正 ) 

(委任 ) 

第 8 条  この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、

市長が定める。  

 

附  則  抄  

(施行期日 ) 

1 この条例は、昭和 58 年 4 月 1 日から施行する。  

(春日井市基本構想審議会条例等の廃止 ) 

2 次の条例は、廃止する。  

(1) 春日井市基本構想審議会条例 (昭和 48 年春日井市条例第 38 号 ) 

(2) 春日井市基本計画審議会条例 (昭和 51 年春日井市条例第 9 号 ) 

附  則 (平成 4 年条例第 18 号 )抄  

(施行期日 ) 

1 この条例は、平成 4 年 5 月 1 日から施行する。  

附  則 (平成 18 年条例第 36 号 ) 

この条例は、公布の日から施行する。  

 

 

 

２）春日井市総合計画審議会委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

区 分 氏    名 役 職 等 
 小野 桂之介 中部大学教授 
 加藤 久和 名古屋大学教授 
◎竹内 信仁 名古屋大学教授 
 野田 真里 中部大学助教授 
 牧野 篤 名古屋大学教授 
 山本 幸司（18年度） 名古屋工業大学教授 
 豊田 洋一（19年度） 中部大学助教授 

学識経験

を有する

者 

 山本 理絵 愛知県立大学助教授 

 淺田 喜美雄 春日井ライオンズクラブ会長 
 石黒 東風 春日井市文化協会会長 
 石原 一則 尾張中央農業協同組合組合長 
 伊藤 忠和 春日井市商店街連合会会長 
 稲垣 薫 春日井市社会福祉協議会会長 
 鵜飼 多加子 春日井市小中学校ＰＴＡ連絡協議会会長 
 落合 甫 （18年度）

 伊藤 亨 （19年度）
春日井市小中学校長会会長 

○川口 将二 春日井商工会議所会頭 
 木野村 好己 春日井中央ライオンズクラブ会長 
 後藤 一明 春日井市安全なまちづくり協議会ボニター代表 
 後藤 耕三（18年度）

 毛利 元孝（19年度）
春日井市老人クラブ連合会会長 

 佐藤 千秋 春日井青年会議所理事長 
 髙木 重利 春日井市区長町内会長連合会会長 
 遠山 園生 春日井市婦人会協議会会長 
 松本 淳 春日井ロータリークラブ副会長 
 三輪 勝征 春日井市医師会会長 
 吉田 光雄 春日井市コミュニティ推進連絡協議会会長 

公共的団

体等の役

員又は職

員 

 若月 昭吾 春日井けやきライオンズクラブ会長 
 岡田 克己 かすがい市民未来会議メンバー 
 樋口 祐子 公募 
 宮﨑 了諦 公募 
 矢島 洋子 公募 

その他市

長が必要

と認める

者 

 山口 宗一 公募 
注１ ◎会長、○副会長 
注２ 役職等は、委嘱時のもの 
注３ 敬称略、区分内で５０音順 
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(庶務 ) 

第 7 条  審議会の庶務は、企画調整部において処理する。  

(平 4 条例 18・一部改正 ) 

(委任 ) 

第 8 条  この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、

市長が定める。  

 

附  則  抄  

(施行期日 ) 

1 この条例は、昭和 58 年 4 月 1 日から施行する。  

(春日井市基本構想審議会条例等の廃止 ) 

2 次の条例は、廃止する。  

(1) 春日井市基本構想審議会条例 (昭和 48 年春日井市条例第 38 号 ) 

(2) 春日井市基本計画審議会条例 (昭和 51 年春日井市条例第 9 号 ) 

附  則 (平成 4 年条例第 18 号 )抄  

(施行期日 ) 

1 この条例は、平成 4 年 5 月 1 日から施行する。  

附  則 (平成 18 年条例第 36 号 ) 

この条例は、公布の日から施行する。  

 

 

 

２）春日井市総合計画審議会委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

区 分 氏    名 役 職 等 
 小野 桂之介 中部大学教授 
 加藤 久和 名古屋大学教授 
◎竹内 信仁 名古屋大学教授 
 野田 真里 中部大学助教授 
 牧野 篤 名古屋大学教授 
 山本 幸司（18年度） 名古屋工業大学教授 
 豊田 洋一（19年度） 中部大学助教授 

学識経験

を有する

者 

 山本 理絵 愛知県立大学助教授 

 淺田 喜美雄 春日井ライオンズクラブ会長 
 石黒 東風 春日井市文化協会会長 
 石原 一則 尾張中央農業協同組合組合長 
 伊藤 忠和 春日井市商店街連合会会長 
 稲垣 薫 春日井市社会福祉協議会会長 
 鵜飼 多加子 春日井市小中学校ＰＴＡ連絡協議会会長 
 落合 甫 （18年度）

 伊藤 亨 （19年度）
春日井市小中学校長会会長 

○川口 将二 春日井商工会議所会頭 
 木野村 好己 春日井中央ライオンズクラブ会長 
 後藤 一明 春日井市安全なまちづくり協議会ボニター代表 
 後藤 耕三（18年度）

 毛利 元孝（19年度）
春日井市老人クラブ連合会会長 

 佐藤 千秋 春日井青年会議所理事長 
 髙木 重利 春日井市区長町内会長連合会会長 
 遠山 園生 春日井市婦人会協議会会長 
 松本 淳 春日井ロータリークラブ副会長 
 三輪 勝征 春日井市医師会会長 
 吉田 光雄 春日井市コミュニティ推進連絡協議会会長 

公共的団

体等の役

員又は職

員 

 若月 昭吾 春日井けやきライオンズクラブ会長 
 岡田 克己 かすがい市民未来会議メンバー 
 樋口 祐子 公募 
 宮﨑 了諦 公募 
 矢島 洋子 公募 

その他市

長が必要

と認める

者 

 山口 宗一 公募 
注１ ◎会長、○副会長 
注２ 役職等は、委嘱時のもの 
注３ 敬称略、区分内で５０音順 

 



 

 

 目標に従って、平成 19年 4月に次の 3つの分科会を設置しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１ 役職等は分科会設置時のもの 

注２ 敬称略、分科会ごとに５０音順 

  第１分科会（目標１及び目標２） 
職 氏  名 役 職 等 

会長 牧野 篤 名古屋大学教授 
副会長 山本 理絵 愛知県立大学准教授 
委員 伊藤 亨 春日井市小中学校長会会長 
 稲垣 薫 春日井市社会福祉協議会会長 
 鵜飼 多加子 春日井市小中学校ＰＴＡ連絡協議会会長 
 後藤 一明 春日井市安全なまちづくり協議会ボニター代表 
 三輪 勝征 春日井市医師会会長 
 矢島 洋子 公募 
 若月 昭吾 春日井けやきライオンズクラブ会長 
 
  第２分科会（目標４及び目標５） 

職 氏  名 役 職 等 
会長 加藤 久和 名古屋大学教授 
副会長 豊田 洋一 中部大学准教授 
委員 石原 一則 尾張中央農業協同組合組合長 
 伊藤 忠和 春日井市商店街連合会会長 
 岡田 克己 かすがい市民未来会議メンバー 
 川口 将二 春日井商工会議所会頭 
 木野村 好己 春日井中央ライオンズクラブ会長 
 佐藤 千秋 春日井青年会議所理事長 
 樋口 祐子 公募 
 毛利 元孝 春日井市老人クラブ連合会会長 
 
  第３分科会（目標３及び目標６） 

職 氏  名 役 職 等 
会長 野田 真里 中部大学准教授 
副会長 小野 桂之介 中部大学教授 
委員 淺田 喜美雄 春日井ライオンズクラブ会長 
 石黒 東風 春日井市文化協会会長 
 髙木 重利 春日井市区長町内会長連合会会長 
 遠山 園生 春日井市婦人会協議会会長 
 松本 淳 春日井ロータリークラブ副会長 
 宮﨑 了諦 公募 
 山口 宗一 公募 
 吉田 光雄 春日井市コミュニティ推進連絡協議会会長 

 
３）審議会の開催状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）分科会の開催状況 

 
 
 

回数 開 催 日 審 議 内 容 等 

第１回 
平成 18年 

10月 23日 

【総合計画諮問】 

(1)新長期ビジョン（第五次総合計画）の策定概要について  

(2)市民意識調査結果の概要について  

(3)企業・団体等意識調査結果の概要について  

(4)第四次総合計画の主要な施策の成果について  

(5)策定スケジュールと今後の審議会の進め方について 

第２回 12月 13日 (1)新長期ビジョンの構成について 

第３回 
平成 19年 

2 月 6 日 

(1)基本構想の骨子について 

第４回 3月 20日 

(1)基本構想（素案）について 

(2)基本計画の骨格（案）について 

(3)分科会について 

第５回 4月 26 日 (1)基本構想素案（修正案）について 

第６回 7月 5日 
(1)序論・基本構想（案）について 

(2)基本計画（案）について 

第７回 7月 26 日 
(1)序論・基本構想（案）について 

(2)基本計画（案）について 

第８回 10月 11日 

(1)市民意見公募（パブリックコメント）について 

(2)成果指標について 

(3)新長期ビジョン（第五次総合計画）（案）の修正か所について

第９回 11 月 1 日 
(1) 新長期ビジョン（第五次総合計画）（答申）案について 

【総合計画答申】 

 

  第１分科会 
回数 開 催 日 審 議 内 容 

第１回 平成 19 年 5 月 10日 

第２回 5月 24日 

第３回 5月 31日 

第４回 6 月 14日 

基本計画の目標１及び目標２について 
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注１ 役職等は分科会設置時のもの 

注２ 敬称略、分科会ごとに５０音順 

  第１分科会（目標１及び目標２） 
職 氏  名 役 職 等 

会長 牧野 篤 名古屋大学教授 
副会長 山本 理絵 愛知県立大学准教授 
委員 伊藤 亨 春日井市小中学校長会会長 
 稲垣 薫 春日井市社会福祉協議会会長 
 鵜飼 多加子 春日井市小中学校ＰＴＡ連絡協議会会長 
 後藤 一明 春日井市安全なまちづくり協議会ボニター代表 
 三輪 勝征 春日井市医師会会長 
 矢島 洋子 公募 
 若月 昭吾 春日井けやきライオンズクラブ会長 
 
  第２分科会（目標４及び目標５） 

職 氏  名 役 職 等 
会長 加藤 久和 名古屋大学教授 
副会長 豊田 洋一 中部大学准教授 
委員 石原 一則 尾張中央農業協同組合組合長 
 伊藤 忠和 春日井市商店街連合会会長 
 岡田 克己 かすがい市民未来会議メンバー 
 川口 将二 春日井商工会議所会頭 
 木野村 好己 春日井中央ライオンズクラブ会長 
 佐藤 千秋 春日井青年会議所理事長 
 樋口 祐子 公募 
 毛利 元孝 春日井市老人クラブ連合会会長 
 
  第３分科会（目標３及び目標６） 

職 氏  名 役 職 等 
会長 野田 真里 中部大学准教授 
副会長 小野 桂之介 中部大学教授 
委員 淺田 喜美雄 春日井ライオンズクラブ会長 
 石黒 東風 春日井市文化協会会長 
 髙木 重利 春日井市区長町内会長連合会会長 
 遠山 園生 春日井市婦人会協議会会長 
 松本 淳 春日井ロータリークラブ副会長 
 宮﨑 了諦 公募 
 山口 宗一 公募 
 吉田 光雄 春日井市コミュニティ推進連絡協議会会長 

 
３）審議会の開催状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）分科会の開催状況 

 
 
 

回数 開 催 日 審 議 内 容 等 

第１回 
平成 18年 

10月 23日 

【総合計画諮問】 

(1)新長期ビジョン（第五次総合計画）の策定概要について  

(2)市民意識調査結果の概要について  

(3)企業・団体等意識調査結果の概要について  

(4)第四次総合計画の主要な施策の成果について  

(5)策定スケジュールと今後の審議会の進め方について 

第２回 12月 13日 (1)新長期ビジョンの構成について 

第３回 
平成 19年 

2 月 6 日 

(1)基本構想の骨子について 

第４回 3月 20日 

(1)基本構想（素案）について 

(2)基本計画の骨格（案）について 

(3)分科会について 

第５回 4月 26 日 (1)基本構想素案（修正案）について 

第６回 7月 5日 
(1)序論・基本構想（案）について 

(2)基本計画（案）について 

第７回 7月 26 日 
(1)序論・基本構想（案）について 

(2)基本計画（案）について 

第８回 10月 11日 

(1)市民意見公募（パブリックコメント）について 

(2)成果指標について 

(3)新長期ビジョン（第五次総合計画）（案）の修正か所について

第９回 11 月 1 日 
(1) 新長期ビジョン（第五次総合計画）（答申）案について 

【総合計画答申】 

 

  第１分科会 
回数 開 催 日 審 議 内 容 

第１回 平成 19 年 5 月 10日 

第２回 5月 24日 

第３回 5月 31日 

第４回 6 月 14日 

基本計画の目標１及び目標２について 

 

178 179



 22 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５）総合計画審議会 諮問及び答申 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１８春企第 ４６４ 号 
平成１８年１０月２３日 

  
春日井市総合計画審議会 
 会 長  竹 内 信 仁 様 

 
春日井市長 伊 藤 太 

 
 
   新長期ビジョン（第五次総合計画）について（諮問） 
 
 春日井市総合計画審議会条例に基づき、新長期ビジョン（第五次総合計画）について、貴

審議会の意見を求めます。 
 

 

  第２分科会 
回数 開 催 日 審 議 内 容 

第１回 平成 19 年 5月 7日 

第２回 5月 29日 

第３回 6月 5日 

第４回 6月 12日 

基本計画の目標４及び目標５について 

 
  第３分科会 

回数 開 催 日 審 議 内 容 

第１回 平成 19 年 5月 9日 

第２回 5月 16日 

第３回 5月 30日 

第４回 6月 13日 

基本計画の目標３及び目標６について 
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５）総合計画審議会 諮問及び答申 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１８春企第 ４６４ 号 
平成１８年１０月２３日 

  
春日井市総合計画審議会 
 会 長  竹 内 信 仁 様 

 
春日井市長 伊 藤 太 

 
 
   新長期ビジョン（第五次総合計画）について（諮問） 
 
 春日井市総合計画審議会条例に基づき、新長期ビジョン（第五次総合計画）について、貴

審議会の意見を求めます。 
 

 

  第２分科会 
回数 開 催 日 審 議 内 容 

第１回 平成 19 年 5月 7日 

第２回 5月 29日 

第３回 6月 5日 

第４回 6月 12日 

基本計画の目標４及び目標５について 

 
  第３分科会 

回数 開 催 日 審 議 内 容 

第１回 平成 19 年 5月 9日 

第２回 5月 16日 

第３回 5月 30日 

第４回 6月 13日 

基本計画の目標３及び目標６について 

 

180 181



 

 23 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 24 

 
 

182 183



 

 23 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 24 

 
 

182 183



 

 
２）春日井市新長期ビジョン策定委員会並びに策定部会幹事名簿（平成 19 年 10 月現在） 

 
 
 

策定委員会 
区分 職  名 
委員長 副市長 

市長室長 
総務部長 
財政部長 
市民経済部長 
市民経済部参事 
健康福祉部長 
健康福祉部参事 
環境部長 
建設部長 
建設部参事 
勝川地区総合整備室長 
下水道部長 
市民病院事務局長 
会計管理者 
消防長 
水道部長 
教育部長 
議会事務局長 

委員 

監査事務局長 
 

策定部会幹事 
職  名 

◎企画調整部交通対策課長 
 総務部総務課長 
○財政部財政課長 
 市民経済部国保年金課長 
 市民経済部味美ふれあいセンター所長 
 健康福祉部福祉課長 
 健康福祉部介護保険課長 
 環境部ごみ減量推進課長 
 建設部都市政策課主幹 
 建設部道路課長 
 勝川地区総合整備室管理指導課長 
 教育委員会総務課長 
 教育委員会生涯学習スポーツ課長 
注 ◎会長、○副会長 

 26 

５ 市民参画 

 
 
１）アンケート調査 

 ○市民意識調査 

調査対象 12,000名（18歳以上の市民から無作為抽出） 

調査期間 平成 18 年 6 月 9日～6月 23 日 

回収状況 
・有効回収数   5,170票 

・有効回収率   43.1％ 

 ○企業・事業所調査 

調査対象 954社（企業・事業所の中から抽出） 

調査期間 平成 18年 8月 24 日～8月 31 日 

回収状況 
・有効回収数   486 票 

・有効回収率   50.9％ 

 ○市民活動団体等調査 

調査対象 175団体（連絡可能なＮＰＯ団体及びボランティア団体） 

調査期間 平成 18 年 9 月 1日～9月 12 日 

回収状況 
・有効回収数   123票 

・有効回収率   70.3％ 

 ○町内会等調査 

調査対象 568団体（区・町内会・自治会及びコミュニティ推進地区） 

調査期間 平成 18 年 9 月 1日～9月 12 日 

回収状況 
・有効回収数   469票 

・有効回収率   82.6％ 
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２）春日井市新長期ビジョン策定委員会並びに策定部会幹事名簿（平成 19 年 10 月現在） 

 
 
 

策定委員会 
区分 職  名 
委員長 副市長 

市長室長 
総務部長 
財政部長 
市民経済部長 
市民経済部参事 
健康福祉部長 
健康福祉部参事 
環境部長 
建設部長 
建設部参事 
勝川地区総合整備室長 
下水道部長 
市民病院事務局長 
会計管理者 
消防長 
水道部長 
教育部長 
議会事務局長 

委員 

監査事務局長 
 

策定部会幹事 
職  名 

◎企画調整部交通対策課長 
 総務部総務課長 
○財政部財政課長 
 市民経済部国保年金課長 
 市民経済部味美ふれあいセンター所長 
 健康福祉部福祉課長 
 健康福祉部介護保険課長 
 環境部ごみ減量推進課長 
 建設部都市政策課主幹 
 建設部道路課長 
 勝川地区総合整備室管理指導課長 
 教育委員会総務課長 
 教育委員会生涯学習スポーツ課長 
注 ◎会長、○副会長 
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５ 市民参画 

 
 
１）アンケート調査 

 ○市民意識調査 

調査対象 12,000名（18歳以上の市民から無作為抽出） 

調査期間 平成 18 年 6 月 9日～6月 23 日 

回収状況 
・有効回収数   5,170票 

・有効回収率   43.1％ 

 ○企業・事業所調査 

調査対象 954社（企業・事業所の中から抽出） 

調査期間 平成 18年 8月 24 日～8月 31 日 

回収状況 
・有効回収数   486 票 

・有効回収率   50.9％ 

 ○市民活動団体等調査 

調査対象 175団体（連絡可能なＮＰＯ団体及びボランティア団体） 

調査期間 平成 18 年 9 月 1日～9月 12 日 

回収状況 
・有効回収数   123票 

・有効回収率   70.3％ 

 ○町内会等調査 

調査対象 568団体（区・町内会・自治会及びコミュニティ推進地区） 

調査期間 平成 18 年 9 月 1日～9月 12 日 

回収状況 
・有効回収数   469票 

・有効回収率   82.6％ 
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 市民参画や協働のまちづくりへの意識の高まり 

市民の 85.4％がまちづくりへの参画や協働の必要性を感じています。また、町内会等や

市民活動団体等、企業・事業所も協働のまちづくりに参画したいと考えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 市民負担を増やさない行財政運営 

今後の行政サービスと市民負担のあり方では、「財政状況に応じたサービスの提供をすべ

きであり、市民全体の負担を増やすべきではない」と回答した市民は 57.2％で、「サービ

スを受けるもの（受益者）が負担すべきで、市民全体の負担は増やすべきではない」と回

答した 24.5％と合わせると、81.7％の市民が負担は増やすべきではないと考えています。 

 

 

 

 

 

 

●市民の参画や協働の必要性 
（これからのまちづくりには市民の参画や協働が必要だ） 

資料：市民意識調査（平成 18年）

●協働まちづくりに対する意向 

資料：企業・団体等意識調査（平成 18年）

●行政サービスと 
市民負担のあり方 

資料：市民意識調査（平成 18年）
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企業・事業所 

そう思う 35.6% ややそう思う 49.8%

あまり思わない
9.8%

そう思わない
1.5%
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興味がある
内容ならば
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協働の必要性
を感じていない その他
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無回答よくわからない

サービスを受けるもの（受益者）
が負担すべきで、市民全体の
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サービスを充実するため
には、市民の負担が

増えるのはやむをえない
9.3%

財政状況に応じたサービスの
提供をすべきであり、市民全体
の負担を増やすべきではない

57.2%

その他　4.4%

 

 市民満足度の地域差 

中学校区別に施策の満足度を比較すると、生活道路や公共下水道、し尿処理、交通の４

施策にばらつきがみられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●中学校区別の施策の満足度比較（全市平均とのポイント差） 
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資料：市民意識調査（平成 18年）
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 将来のまちのイメージ 

これからの春日井市がめざすまちの方向性は、「安全で、安心して暮らせるまち」や「住

環境が良く、暮らしやすい快適なまち」を望む市民が多く、春日井市がめざすまちのイメ

ージでも「安全」、「安心」、「暮らし」、「緑」、「豊か」といったキーワードが多く回答され

ています。 

 

 

●春日井市のめざすまちの方向性 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安全で、安心して暮らせるまち

住環境が良く、暮らしやすい快適なまち

未来を築く子どもが健やかに育つまち

緑豊かで、自然との調和がとれたまち

障がい者や子ども、高齢者を大切にするまち

ごみや公害のない清潔なまち

文化や教育が充実し、生きがいをもって暮らせるまち

快適で、魅力あふれる都市環境が整ったまち

産業が振興し、人が集いにぎわいあふれるまち

スポーツが盛んで、健康あふれるまち

地域で技術や経験、人材を活かすまち

その他

●春日井市のめざすまちのイメージ（上位９項目） 

キーワード 回答された言葉 件数 
安全 安全、安全性、安全第一、安全対策 713 

安心 安心、安心感 666 

暮らし 暮らし、暮らしたい、暮らしやすい、暮らしよい、等 580 

緑 緑、みどり 432 

豊か 豊か、ゆたか  416 

子ども 子、子ども、子ども達、小児、小人、小さな子供、等 378 

住む 住む、住める、住みやすい、住みよい、住みたい、等 298 

優しい 優しい、優しさ、優しく、やさしい、やさしく 226 

自然 自然、自然環境、自然美 209 

資料：市民意識調査（平成 18年）

44.8%

38.4%

22.4%

18.4%

17.5%

12.3%

9.7%

8.4%

6.3%

3.9%

3.2%

1.5%
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 ○政策マーケティング調査 

調査対象 3,000名（18 歳以上の市民から無作為抽出） 

調査期間 平成 18 年 11 月 24日～12月 5日 

回収状況 
・有効回収数   1,426票 

・有効回収率   47.5％ 

質問内容 
住み良さを実感できるまちの実現に向け、６９の生活課題について重要

度を５段階評価により質問 

 ○成果指標現状値アンケート調査 

調査対象 3,000名（18 歳以上の市民から無作為抽出） 

調査期間 平成 19年 6月 28 日～7月 10 日 

回収状況 
・有効回収数   2,017票 

・有効回収率   67.2％ 
 

調査対象 

市内を５地区（高蔵寺・坂下、ＮＴ、東部、中部、西部）に分け、各地

区より小学校は２校、中学校は１校を無作為に抽出 

・小学５年生の１クラス（計 10クラス） 

・中学２年生の１クラス（計 5クラス） 

調査期間 平成 19 年 7 月 4日～7月 17 日 

回収状況 ・有効回収数   252票 
 
調査対象 168社（企業・事業所の中から抽出） 

調査期間 平成 19 年 7 月 4日～7月 13 日 

回収状況 
・有効回収数   115票 

・有効回収率   68.5％ 

 ○めざすまちの姿の満足度アンケート調査 

調査対象 3,000名（18 歳以上の市民から無作為抽出） 

調査期間 平成 19年 6月 28 日～7月 10 日 

回収状況 
・有効回収数   2,017票 

・有効回収率   67.2％ 
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■「めざすまちの姿の満足度アンケート」の調査結果（抜粋） 

 

新長期ビジョン（第五次総合計画）の基本計画に掲げるめざすまちの姿についての満足

度は次のとおりです。 
 

目標１ 誰もが安全安心に、いきいきと暮らせるまち 

 

目標２ 子どもが健やかに育ち、生きる喜びを感じられるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

 93.3 るいてれた保が康健の民市、し実充が防予 １

２ 身近な場所で適切な医療を受けることができる 3.68 

３ 福祉の問題を市民が自分のこととして考え行動している 2.76 

４ 高齢者が健康で、いきいきと過ごしている 3.11 

５ 高齢者が、孤独感や孤立感を抱くことなく暮らしている 2.88 

６ 医療・福祉・教育の連携が図られて障がい者が不安なく暮らしている 2.90 

７ 犯罪や非行が少なく、夜間でも不安を感じずに帰宅できる 2.34 

８ 災害に対して不安なく暮らせる 2.75 

９ 消防・救急体制が充実している 3.36 

１０ 交通事故が少ない 2.59 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

１１ 出産や育児に対して負担や不安が少ない 2.77 

１２ 就労形態にあった保育サービスが受けられる 2.69 

１３ いじめや虐待がない 2.72 

１４ 学校や教育に関しての悩みを適切に相談することができる 2.73 

１５ 地域差なく、子どもが良い教育を受けることができる 2.92 

１６ 子どもたちが自ら考え学ぶ姿勢を身につけ、のびのびと成長している 2.97 

１７ 
生きるうえでの大切なことや人を愛する心など、子どもが家庭や地域で

きちんと教育されている 
2.73 

 

目標３ つながりと信頼を深め、みんなの力で地域社会をつくるまち 

 
 

 

目標４ にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

１８ 
市民一人ひとりがマナーを守り、住民互助の意識や助け合いの輪が広が

っている 
2.66 

１９ 幅広い世代の人が足を運んだり参加しやすい場所や機会が地域にある 2.82 

２０ 子どもが地域で見守られ、孤独感や孤立感を抱くことなく暮らしている 2.89 

２１ 地域住民が外国人住民と仲良く暮らしている 2.84 

２２ 市民活動が活発に行われている 3.02 

２３ 男女が互いに相手を思いやり、尊重しあう生活を送っている 3.03 

２４ 地域の文化や伝統に誇りを感じている 3.15 

２５ 誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる 3.14 

２６ 国内外の都市との交流に多くの市民が参画している 2.73 

 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

２７ 駅周辺が都市拠点としてにぎわっている 2.60 

２８ 誰もが、不便を感じずに移動できる 2.40 

２９ 高蔵寺ニュータウンの再生が進んでいる 2.77 

３０ 企業や事業所等がいきいきと活動し、産業が活性化している 2.82 

３１ さまざまな立場の人の就業の場がある 2.54 

３２ 地域の商店街が活性化している 2.19 

３３ 特色ある観光資源が活用・創出されている 2.41 
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目標５ 快適で美しく、いつまでも住み続けたい循環型のまち 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標６ 効果的で効率的な自立した都市経営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

３４ 地球規模の環境問題に取り組んでいる 2.79 

３５ 公害のない生活環境が保たれている 2.90 

３６ 
あらゆる資源が有効活用され、市民がごみの問題に関心を持ち、減量に

取り組んでいる 
3.03 

３７ 自然が取り戻され、水や緑に親しむことができる 3.05 

３８ 緑豊かで魅力的な都市景観が形成されている 3.15 

３９ まちづくりが地域にあった手法で計画的に進んでいる 2.87 

４０ 快適な住環境が整備されている 3.00 

４１ 自転車や歩行者にとって生活に密着した道路が通行しやすい 2.61 

４２ 安心して上下水道を利用することができる 3.43 

４３ 清潔な環境が守られている 3.27 

 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

４４ 
ボランティア、市民活動団体、企業、大学などとの連携・協働と市政へ

の参画がなされている 
2.94 

４５ 市民にとって必要な情報が迅速に提供されている 2.98 

４６ 市民の目線に立ったサービスが提供されている 2.81 

４７ 個人情報が守られている 2.98 

４８ 市民ニーズに基づいた効果的で持続可能な行政経営が図られている 2.83 

 

 36 

 

 

194 195



 

目標５ 快適で美しく、いつまでも住み続けたい循環型のまち 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標６ 効果的で効率的な自立した都市経営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

３４ 地球規模の環境問題に取り組んでいる 2.79 

３５ 公害のない生活環境が保たれている 2.90 

３６ 
あらゆる資源が有効活用され、市民がごみの問題に関心を持ち、減量に

取り組んでいる 
3.03 

３７ 自然が取り戻され、水や緑に親しむことができる 3.05 

３８ 緑豊かで魅力的な都市景観が形成されている 3.15 

３９ まちづくりが地域にあった手法で計画的に進んでいる 2.87 

４０ 快適な住環境が整備されている 3.00 

４１ 自転車や歩行者にとって生活に密着した道路が通行しやすい 2.61 

４２ 安心して上下水道を利用することができる 3.43 

４３ 清潔な環境が守られている 3.27 

 

基本施策 めざすまちの姿 満足度 

４４ 
ボランティア、市民活動団体、企業、大学などとの連携・協働と市政へ

の参画がなされている 
2.94 

４５ 市民にとって必要な情報が迅速に提供されている 2.98 

４６ 市民の目線に立ったサービスが提供されている 2.81 

４７ 個人情報が守られている 2.98 

４８ 市民ニーズに基づいた効果的で持続可能な行政経営が図られている 2.83 

 

 36 

 

 

194 195



 
５）かすがい市民未来会議 

目的 

市民が主体的に勉強したり、話し合ったりしながら、新長期ビジョン（第

五次総合計画）の内容に対する意見・提案や、地域の課題解決に向けた

市民と行政による取組等について、具体的な提案を行うため開催 

参加者 公募による一般市民 31名 
 

開催実績 

回 開 催 日 検 討 内 容 等 

第１回 
平成 18年 

10月 16日 
「10年後の春日井市のまちの姿」について、意見交換 

第２回 11月 6日 グループごとに、まちづくり提案のテーマを設定 

第３回 11月 29日 テーマに基づいて、具体的な提案内容を検討 

第４回 12月 18日 

第５回 
平成 19年 

1 月 16日 

実施内容、実施方法、市民・行政の役割分担、成果などを検討

第６回 2 月 13日 検討の結果を整理 

第７回 3 月 8 日 提案書のまとめ 

第８回 3 月 27日 市長に提案 

 

提案の概要 

 

 

 

市民が自発的に参加し、みんなが支えあうまち（「住みたいまち」から「暮らしたいまち」へ） 

提案のテーマ 提案事業 
①「安全・安心」に暮らせる地域づくり ご近所の顔が見える「３ティ」プロジェクト 
②異世代交流（高齢者同士の交流も） 「学校地域サロン（集いの場）」プロジェクト 
③異世代交流による「かすがい村」ネッ

トワークの創造 
「かすがい村」プロジェクト 

④多文化共生 異文化間の相互理解と多文化交流ふれあいプロ

ジェクト 
⑤市民と行政の協働 こころに鍵を掛けない市民参画協働プロジェク

ト（かすがい市民参加フォーラムの設置） 
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６）成果指標検討市民会議 

目的 

市としての重要課題である「めざすまちの姿」の達成状況を測定するた

めの「物差し」としての成果指標について、具体的な提案を行うため

開催 

参加者 
一般市民 42 名（グループインタビュー参加者、かすがい市民未来会議

メンバーなどからの希望者） 
 

開催実績 

全体会 
開 催 日 内  容 

平成 19年 4月 11日 
・新長期ビジョン（第五次総合計画）の基本的な考え方 

・市民会議の役割とスケジュール 

 

第１部会（福祉、健康、安全の分野） 第２部会（教育、地域の分野） 

回 開催日 分 野 回 開催日 分 野 

第１回 
平成 19年 

4 月 17日 
福祉・健康 第１回 

平成 19年 

4 月 17日 
教育 

第２回 4 月 18日 福祉 第２回 4 月 21日 教育・地域 

第３回 4 月 23日 福祉・安全 第３回 4 月 23日 地域 

      

第３部会（環境の分野） 第４部会（産業、都市経営の分野） 

回 開催日 分 野 回 開催日 分 野 

第１回 
平成 19年 

4 月 17日 
環境 第１回 

平成 19年 

4 月 20日 
産業 

第２回 4 月 18日 環境 第２回 4 月 23日 産業 

第３回 4 月 23日 環境 第３回 4 月 29日 都市経営 

 
部会長･副部会長会 
回 開 催 日 内容 

第１回 平成 19年 4月 28日 第１・２部会の指標取りまとめ 

第２回 4 月 30日 第３・４部会の指標取りまとめ 

第３回 5 月 1 日 すべての指標の取りまとめ 

 

提案された指標の件数（全 135件） 

分 野 件数 分 野 件数 

健 康 9 地 域 22 

福 祉 16 環 境 25 

安 全 12 産 業 24 

教 育 12 都 市 経 営 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもからお年寄りまで笑顔があふれるやさしいまち（「地域内の絆を深めて…」） 

提案のテーマ 提案事業 
私の公園、私の居場所づくり ①子どもを地域で育てる 
子どもは「地域みんなの家族」 

②高齢者が地域で活躍できる態勢をつく

る 
シルバーからプラチナへ（高齢者パワーが生きる

まちづくり） 
バリアの無いまち（ハンディキャップをやさしく

包もう） 
③高齢者・障がい者が地域で安心して生

活できる態勢をつくる 
学の力で寝たきりゼロ、民の力で自宅介護 

 

活気があり元気のある誇れるまち（「春日井 2030運動」） 

提案のテーマ 提案事業 
ご存知ですか「春日井のサボテン」～サボテンに

よる活性化～ 
ウォーキング＆サイクリングが光るまち 

①創造「春日井ブランド」 

「住まう・憩う」まちづくり 
②中心市街地 賑わい復活計画 甦れ街の灯・100店舗作戦 

 

先人が創り上げた環境を市民と行政が最大限に活かすまち 

提案のテーマ 提案事業 
美しい公園づくり「かすがいネイチャーパーク」 ①健康に暮らせる美しいまち 
緑の自転車・散策ロードのネットワーク化 

 

産学官民が協働して未来を築くまち 

提案のテーマ 提案事業 
①いつでも、どこへでも行けるまち 地域公共交通会議を活用した「地域運営型フレキ

シブルなミニバス」の運行 
②春日井市版グローバル社会の教育体制 産学官が協力したグローバル社会の教育体制 
③青少年の職場体験 企業の社会貢献活動としての職場体験 
④地域産業の活性化 がんばる企業支援プログラム 
⑤効率的な行財政経営 産学官による「春日井市戦略経営支援プロジェク

ト」 
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る 
シルバーからプラチナへ（高齢者パワーが生きる

まちづくり） 
バリアの無いまち（ハンディキャップをやさしく

包もう） 
③高齢者・障がい者が地域で安心して生

活できる態勢をつくる 
学の力で寝たきりゼロ、民の力で自宅介護 
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６ 新長期ビジョン特別委員会 

 
１）新長期ビジョン特別委員会名簿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）特別委員会開催状況 

回 開 催 日 事   件 

第１回 平成 18年 6月 16 日 Ⅰ 新長期ビジョン（第五次総合計画）について 

第２回 8 月 31日
Ⅰ 市民意向の聴取状況等（市民参画）について 

Ⅱ 庁内検討状況（職員参画）について 

第３回 11月 15日

Ⅰ 市民意向の聴取状況等（市民参画）について 

Ⅱ 総合計画審議会について 

Ⅲ 「かすがい市民未来会議」について 

Ⅳ 政策マーケティングについて 

第４回 平成 19年 2月 9日
Ⅰ 政策マーケティング調査の結果について 

Ⅱ 基本構想の骨子について 

第５回 6 月 8 日
Ⅰ 現在の取組状況 

Ⅱ 今後の予定 

第６回 8 月 22 日 Ⅰ 第五次総合計画（案） 

第７回 11月 19日

Ⅰ 意見募集（パブリックコメント）について 

Ⅱ 成果指標について 

Ⅲ 実現への役割期待度について 

第８回 12 月 10日 Ⅰ 第五次総合計画 基本計画について 

 

平成 18年 6月～平成 19年 4月 

委員長 友松 孝雄 

副委員長 後藤 正夫 

黒田 龍嗣 

長谷川 勝 

成田 初敏 

野田 淑人 

冨士道 国昌 

前川 銑一 

蟹江 光正 

小林 利和 

委 員 

内田 謙 

 

平成 19年 5月～平成 19年 12 月 

委員長 成田 初敏 

副委員長 黒田 龍嗣 

水谷 忠成 

丹羽 一正 

山際 喜義 

後藤 正夫 

長谷川 健二 

津田 育男 

野田 淑人 

梶田 晃男 

前川 銑一 

委 員 

内田 謙 
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年 月 内 容 

平成 19年 ６月   ●    総合計画審議会第 2分科会(第 3回) (6/5) 

    ●      新長期ビジョン特別委員会（6/8） 

      ●    総合計画審議会第 2分科会(第 4回) (6/12) 

      ●    総合計画審議会第 3分科会(第 4回) (6/13) 

      ●    総合計画審議会第 1分科会(第 4回) (6/14) 

  ７月     ●  第 6回策定委員会(7/2) 

     ●    第 6回総合計画審議会(7/5) 

      ●    第 7回総合計画審議会(7/26) 

  ８月 ●      新長期ビジョン特別委員会（8/22） 

  ９月          

  10月   ●    第 8回総合計画審議会(10/11) 

  11月   ●    第 9回総合計画審議会（11/1） 【総合計画答申】

    ●      新長期ビジョン特別委員会（11/19） 

  12月 ●      新長期ビジョン特別委員会（12/10） 

  ●      市議会基本構想議決、基本計画了承（12/14） 

 

７ 策定経過 

 
１）策定経過  

年 月 内 容 

平成 18年 ６月 ●      新長期ビジョン特別委員会（6/16） 

  ７月     ●  第 1回策定委員会(7/10) 

          ● 第 1回策定部会(7/27) 

  ８月 ●      新長期ビジョン特別委員会（8/31） 

  ９月       ● 第 2回策定部会(9/4‐9/5) 

  10 月   ●    第 1回総合計画審議会(10/23) 【総合計画諮問】 

  11月 ●      新長期ビジョン特別委員会（11/15） 

  12 月       ● 第 1回策定部会幹事会(12/4) 

       ●  第 2回策定委員会(12/6) 

     ●    第 2回総合計画審議会(12/13) 

平成 19 年 １月       ● 第 2回策定部会幹事会(1/16) 

       ●  第 3回策定委員会(1/22) 

  ２月   ●    第 3回総合計画審議会(2/6) 

    ●      新長期ビジョン特別委員会（2/9） 

          ● 第 3回策定部会(2/14) 

  ３月       ● 第 3回策定部会幹事会(3/12) 

       ●  第 4回策定委員会(3/13) 

      ●    第 4回総合計画審議会(3/20) 

  ４月       ● 第 4回策定部会(4/12) 

       ●  第 5回策定委員会(4/16) 

      ●    第 5回総合計画審議会(4/26) 

  ５月   ●    総合計画審議会第 2分科会(第 1回) (5/7) 

      ●    総合計画審議会第 3分科会(第 1回) (5/9) 

      ●    総合計画審議会第 1分科会(第 1回) (5/10) 

      ●    総合計画審議会第 3分科会(第 2回) (5/16) 

      ●    総合計画審議会第 1分科会(第 2回) (5/24) 

      ●    総合計画審議会第 2分科会(第 2回) (5/29) 

      ●    総合計画審議会第 3分科会(第 3回) (5/30) 

      ●    総合計画審議会第 1分科会(第 3回) (5/31) 
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８ 個別計画等一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名  称 期 間 関連する基本施策の番号 

保健計画（改訂版） 平成 18年度～27年度 １、２、４、16 

かすがい健康プラン 21 平成 16 年度～25年度 １ 

次世代育成支援対策行動計画 平成 17年度～26 年度
２、６、11、12、13 

14、15、16、20、31 

第２次障がい者計画 平成 16 年度～25年度 ２、６、14 

第２次地域福祉計画 平成 17年度～26 年度 ３、４、５、６ 

第３次高齢者総合福祉計画 平成 18年度～20年度 ３、４、５、40 

 ６度年02～度年81成平 画計祉福いが障

 04、82、９、８ 訂改度年毎 画計災防域地

 ８度年83～度年91成平 画計本基水排

 24、８ 年72～年91成平 画計本基道水下

新かすがいユースプラン 平成 16 年度～25年度 13、16、17、20、31 

 91度年92～度年02成平 画計進推習学涯生

子ども読書活動推進計画 平成 18年度～22 年度 19 

かすがい市民文化振興ビジョン 平成 13 年度～20年度 19、24 

 62、12度年92～度年02成平 ンラプ生共化文多

ボランティア活動推進基本計画 平成 15年度～24年度 22、44 

かすがい男女共同参画プラン 平成 14年度～23 年度 23、31 

 52 年度12～年度21成平 画計興振ツーポス

都市交流拠点将来ビジョン 平成 19年度～ 27、32 

賑わいのある歩いて楽しい鳥居松づくり

基本構想 
平成 12 年度～ 27 

 34、73、53、43、82度年33～度年41成平 画計本基境環

農業振興地域整備計画 平成 18年度～22 年度 30 

農業経営基盤の強化の促進に関する基本

的な構想 
平成 18年度～22 年度 30 

第２次地球温暖化対策実行計画 平成 17年度～21年度 34 

 63度年03～度年91成平 画計本基理処みご

 83、73 年度22～年度51成平 画計本基の緑

 83 ～年度7成平 画計本基観景市都

都市計画マスタープラン 平成 9年度～22 年度 38、39、40 

住宅マスタープラン 平成 9年度～22 年度 40 

市営住宅総合再生計画 平成 10年度～22 年度 40 

ＪＲ高蔵寺駅周辺交通バリアフリー基本

構想 
平成 15年度～22 年度 41 

人にやさしいまちづくり推進計画 平成 8年度～ 41 

 24度年92～度年02成平 ンョジビ道水域地

生活排水処理基本計画 平成 18年度～30年度 43 

第４次行政改革大綱 平成 17年度～21年度 44、45、46、48 

地域情報化基本計画 平成 11年度～20年度 45 

統合型地理情報システム基本計画 平成 18年度～ 45 

注 平成 19年 11月現在 

 

 
２）策定体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

市民・企業・市民活動団体

など 

市長 

参画 

提案・意見提出

情報の公開・ＰＲ

総合計画審議会 

策定委員会 

策定部会 

各課 職員 

事務局（企画課） 

諮問

議決答申

提案

市議会 

 

かすがい 

市民未来会議 

成果指標検討 

市民会議 

地区懇談会 

市民意識調査 

パブリックコメント

提案 

調

整

 

(計画の決定） 

意見・ 

計画案策定 

指示・ 

原案策定 

提案・ 

調整等 

企業・団体等 

意識調査 

政策マーケティング

調査等 
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